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新 入 生 を 迎 え て

入学者選抜の難関を突破 し、本学に入学された皆

さん、ご入学おめでとうございます。私ども本学教

職員は心からあなた方の入学を祝福し、歓迎 してい

ます。

医療にかかわって、病に苦 しむ人たちのために役

に立ちたいという高い志をもって医師や看護師の道

を選ばれた皆さんに深 く敬意を表 しますとともに、

たがいに切磋琢磨し、今後 ともその志をより高めて

いかれることを心から願 っています。

この旭川医科大学は昭和四十八年に設立され、す

でに医学科では三千八名の医学士が巣立ち、平成八

年に設置された看護学科からも五百三十六名の看護

学士が世の中に出ています。また七 百六十八名の方

が医学博士の学位、五十二名の方が看護学修+の 学

位を取得されています。これらの方 々は医療や保健

行政の場で活躍されているだけでな く、全国の多 く

の教育機関で教員 として医学教育や看護学教育にも

携わっておられます。

また旭川医科大学は平成 卜六年四月から国立大学

法人が運営する医科大学 として気持ちも新たに再出

発をしました。 それに伴い大学の教育理念も新た

にし、今までに増 して優れた人材を養成、輩出した

いものと考えています。

その理念 とは豊かな人間性 と幅広い学問的視野を

有し、生命の尊厳と高い倫理観を持ち、高度な知識 ・

技術を身につけた医療人及び研究者を育成する。ま

た地域医療に根ざした医療 ・福祉の向上に貢献する

医療者を育てる。 さらに教育、研究、医療活動を通

じて国際社会の発展に寄 与する医師及び看護職者の

養成に努めるというものです。

医療人は生涯にわた り常に学習に励み、知識 と技

術 とを習得する必要があ ります。そのため医学科、

看護学科 ともに色々なカリキュラム改革を行ない、

より実践的な教育を行っています。 これによって医

学科では六年の間に高度先進医療を理解 し、さらに

その知識を発展させる高度な専門教育を行 う一方、

旭川医科大学長 入 竹 直

社会から求められている 「ありふれた疾患をきちん

と診断 ・治療 し、緊急事態に対処できる医師」にな

る教育を行っています。また日々進歩発展する医学

に対応するため生涯にわたって、自主的に学び続け

る習慣を身につける問題解決型の学習方法を会得 し

ていただきます。また四年間の看護学科の教育にお

いても看護専門職 として現在の医学の進歩を理解 し

つつ、それに合った高いレベルの看護の質を維持し

っづける学習を身につけていただきたいと考えてい

ます。

さて最近、危機的な地域医療の問題が大 きく報じ

られています。 この旭川医科大学は北海道、特に道

北道東地域の地域医療に貢献することを期待 して設

立された大学であります。この事を充分念頭に置き、

臨床実習などを通 じて、地域 ・僻地住民の医療や福

祉を理解し、それらに十分貢献 しうる意欲 と能力を

養っていただきたいものと考えています。

この春から多 くの知識 ・技術について学んでいた

だきますが、大学の授業時間内で学べる部分は医

学 ・看護学のほんの一部にしか過ぎません。その裾

野に広がる多くの知識は自ら学び とらなければなり

ません。

さらに医療人としては、自分 自身の人間性を高め

ることが求められています。 この事は知識 ・技術の

獲得以上に難 しいことですが、常に誠実で謙虚であ

ること、さらに他人に対し深い思いやりの心や愛を

もって接することが出発点でしょう。そのLで 人間

としての在 り力や生 き方に関して深 く考え、広い範

囲の読書や社会活動等を通して、広 く深い教養を身

につけ、高い見識 と品格を培うことが必要になりま

す。

この春から、以上中しあげたことがらを心に留め

ていただ き、心と知識 と技能を大いに磨き、素晴 ら

しい医療人 として大成されますことを祈念し皆様を

迎える言葉 といたします
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新入生の皆 さん、 ご入学 おめで とうございます。

日々勉強に明け暮れた受験生活 に終止符を うち、医

師 になるための学びを始め られた皆 さんには、充実

感のある幸せ な気持ち と新 たな意欲で満ちあふれて

い ることで しょう。 中には何度 も受験 し、今春 の合

格 までにエネルギーを使 い果た して しま った疲労 困

慾の学生 さん もい るか もしれません。 で も、入学 し

て1ヶ 月が過 ぎ、 この連休 でも疲れを癒 した ことで

し ょうか ら、そ ろそろ落ち着 きを取 り戻 し、 これか

らの将 来に人 きな希 望を抱 いて,勉 学 を始 めている

こ とと思 います。

私 も4月6日 の入学式 当 日か ら学 年担 当 として始

動 してお り、で きるだけ皆 さん と接 する機会 を持ち

たい と考えています。 まだ まだ、皆 さんの顔 と名前

が 一致 し ませんが、 この2年 間、出=*iる限 り皆 さん

とは何度 もお話 を重 ねたい と願 ってお ります。です

か ら、何か相談 した いこ とがあ りま した ら(勿 論、

何 もな くて も)、 いつで も気軽 に研究室 に来 て下 さ

い。私 も色 々な仕事でばたばた してお りますが、都

合がつ く限 り対応 させて頂 きます。

入学生 の皆 さんに対す る第一 印象は、「実 に 多十

多才 な面 々が揃 って いるな!」 とい うもので した。

この上な くheterogeneousな 状況 は、 これか らの皆

さんの学 習環境 を とて もユニークで実 りあ るものに

して くれる筈 です。年 齢や互 いのバ ックグ ラン ドが

大 き く異なろ うと、同じ学年 としてま とま り、グルー

プダイナ ミクスを働かせて ください。そ うすれば、

きっとすば らしい学びがで きるで しょうし、信頼 で

きる人間関係 もし っか りと構築 で きる こ とで し ょ

う。

連 休明けか らは、い よいよチ ュー トリアル教育 も

始ま り、共通科 日の講義や実習 も本格 的に展 開され

ています。早期体験実習 で も、 これまで経験 したこ

とのない何かに触 れ、将来 を考 える切掛 けになった

ことで しょう。1年 生 を毎年注意深 く観察 している

と、チ ュー トリアルを契機 によ り積極 的になって い

く学生 さんを少なか らず 見受けます。勿論、始めは

チ ュー トリアルでの発言 を難 し く感 じた り、 その教

育 方法 になかなか慣れな かった りする こともあ るで

しょうが、1年 を通 して 真而 目に取 り組 み続 ける と、
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医学科剃 学年担当 林 要喜知

座学 だけ では気がつかない何 かを学 べた り,学 習意

欲 が高 ま るよ うなチ ャン スに出会 うこ ともあ りま

す。例 えば、講義や実 習の中で も様 々な事柄 を理解

しよう と、 自己学習の時間や質問 回数 が増 えてい く

学生がでて きます し、 よ く理解 で きない問題 につ い

て 同級生 と議論 し合 う人達 もいま した。興味 をもっ

た学習内容を よ り深めたい と考 え、頻繁 に研究室 に

出入 りす るようになった学生 もいま した。その よう

な場合、 まだ講義 を受 けたこ とのな い先生か ら直接

指導を受 け、研究室 で実験の一部を も担 当 させて も

らうこともあった ようです。 さらに、チ ュー トリア

ル終了後 に、 自主的 な勉強会や医療 や社会問題 に関

す る研究サ ー クルを組 織す る グルー プ もあ りま し

た。

勿論 、皆 が皆形 に現れ る行動を とるわけではない

で し ょうが、積極的な学習態 度が身に付 いて くる と、

その後 の教 育に も望 ま しい効果がでている ように感

じられます。です から、皆 さん も手を抜 かず、正直

に学 習課題 に取 り組み、 どん どん興味を追 い求 めて

ほ しい もの です し、その過 程で生 じた疑 問や質問 な

ども出来る限 り早 い機会に解決する ように、さ らに

積極的 に働 きかけを続けてほ しい ものです。単科大

学 という決 して大 きくない規模 ですか ら、皆 さんの

心 が け次第 で どん どん学 ぶ環 境 が広 が るで し ょう

し、学年や学科の異な る学 生 との交 流 も盛 んになる

こ とで し ょう。本学 には様 々な分野 を専 門 とす る熱

心 で優秀な先生が多 くお られますか ら、皆 さんの積

極性や熱意に きっと応えて くださる ことで しょう。

受験時代は要領の よ く効率的 に勉強 を して きた方

も多いで し ょうが、本学 では、腰 を据 えて しっか り

と学 習課 題 に取 り組 ん で ほ しい もの で す 。ER

(emergencyroom)と いうTV番 組は私の好 きな も

の の一一・つです が、 トレー ニ ング中のstudentdoc-

torsを 見る度 に、医学生 になったばか りの皆 さんの

数年後の イメージ と重 なる思 いが します。本学 での
一つ一 つの学 びが医師 としての将来に深 く関わ って

くるのです。 自覚 を もって一歩一歩あゆみ始めて下

さい。

(生命科学 教授)
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看護学科新入生を迎えて

新 入生の皆 さん、ご入学 おめで とうございます。

同 じ日本の国 とはい え桜咲 く入学式 で新 入生 を迎 え

て きた私は地域に よる自然環境 の違 いをこ とあ るご

とに実感 している ところですQ

さて、皆 さんが看護の道 を選 ばれた動機は様 々で

あ ると思い ます。決 し.て面接 の時の 答えの ような絵

に描 いたよ うな動機の持 ら主ばか りではない と思い

ます。 これ からの 人学 生活の中で看護の道 を探求す

る根 源 とな るもの を培 って頂 きたい と思 います。 も

らうん、確固たる 目的 を持 って 人学 された 方は 目的

を達成す るためθジ}ζtびを積み重ねて∫貝きたい と思 い

よす、,

あ る劇 円職 を選択 する時 に、絶文拍勺な適応 や 不適

応は ない と私は思い ます。 少 し.の碍 ヂ下得手は存 在

す るでLよ う。 も らうん学 びに関す る基 本的能力が

備わ ・・ているこ とが 条件です。 木学 に 入学 された皆

さんはその ハー ドルを越えている と認め られ、選は

れた ノ∫々です、,1ドい段 階で 自分の問題解決 ノ∫略や課

題達 成 ノ∫略 を 見いだす努 力を し、 自分の傾 向に即L.

た学 習 ノ∫法 を 見いだす ことが肝要 か と思 います。

看護は 人を相手にする領域 です。 周囲 から様 々な

影響を受け、つか訟所のない 「人1が ケアの 対象 者

ですQこ れ まで(ノ)'一ごル ・バツ達iJ尺エ覧あるいは'覚える

だけの知識では この曖昧模糊 とLた 「人」の理解は

ト分にで きません。 また、「人 」を 対象 とした実 践

の学問は他に もあ りますが、 往 ノ・に して経験 から学

ぶ こ とが 勿 く、 また実践 の全 てを吾語 化す るこ とが

難 しい とい う特 徴があ ります。 知識 を詰め込んだ大

きな頭だけで も、 また、その場限 りの思 いつ きの 対

応だけで も看護 は成 り立 らません。 先ず一 番大 切な

こ とは、 白分を 含め存在する 人の 尊厳 について思 い

看護学科1学 年担当 黒 田 緑

を馳 せ て くだ さい 。 次 に 、 基 礎 教 育 で 学 ぶ 看 護 の 基

礎 ・基 本 を 〔 を つ ぶ っ て も で き る よ う に し て く だ さ

い 。 こび)2つ(ノ)こ と を 深 ・ゾ)る こ と が で き 、 対 象 者(1)

反 応 を 察 知L、 ケ ア に1.ノ 《を 〃llえられ る よ う に な る

と 良 い と思 い ま す 。 た っ た こ れ だ け の こ と で す が4

年 間 の 教 育 期 間 が 必 要 で す 。 な ぜ な ら は 基 礎 ・基 本

は い ろ い ろ な 意 味 で 重 要 だ か ら で す 。 皆 さ ん が 学 ぶ

ー看護 学 の 基 礎 ・基 木 は 現 在(/)看 護 の 水 準 を維 持Lて

い ま す 。 た学 で 学 ぶ 基 礎 ・基 本技 術 を 臨 地 実 習 で 対

象 者{こナ是仔Lξbず《)L二、ヒiよ、 し、し、カ・メ～一才1`よ」蔓し、ウー一ノ'オ・fて}是

供 し た と百 え ます,,ま た 、 基 礎 ・基 本 を'芋る こ とが

医 療 で 起 こ る 問 題 か ら あ な た 方の 身 を 守'・ て くれ る

の で す,,

1人1を 相 ヂ とす る 領 」或1こゴ ー ル は あ り ま せ んQ

[も',と 、 も っ と良 い ノ7アは 考 え ら れ ま せ ん か?」

「患 者 さ ん は 本 当 に 何 を 求 め て い る か 考 え て くだ さ

い 」 等 と'必一ず問 わ れ る 、二と でLよ う 。 今 ま で 、 よ い

子 や 優 等 生 で 過 ごLて き た 皆 さ ん に と 一,て、 つ ら く

思 え る 時 が あ る か も 知 れ ま せ ん 。L.か/-、li哉 業 とL

て ケ ア を 提 供 す る こ とは 、 そ の よ うな 学 び の 蓄 積 の

先 に し か 存 在 し.ませ ん 。 一 ノ∫、 学 ぶ こ とは 人 変 な こ

と ば か り で は あ り ま ぜ メし。 そ の 答 え は 、 こ れ か ら お

会 い す る 患 者 さん た らが 与 え て くれ る と思 い ま す 。

最 後 に 、 皆 さん の7ラ ス は ま と ま り が あ り、 助 け

合 い の 手 が ど こ か ら か 差 し 伸 べ ら れ る 、 そ ん な 明 る

い7ラ ス に な る の で は ∠∫い か と想 像 し て い ま す 。 グ

ル ・一プ や 集 団 の 力 は 思 わ ぬ と こ ろ て 発 揮 され る こ と

が あ り ま すU人 匂」に し て くだ さ い 。 相 談 事 は 「「し、め に

来室 をB願 いLよ す 。

(看 護 学 科 教 授)
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i:∵∴:噺 λ畿を迎えて

医学科第6学年 向 井 佑 希

新入生 のみ なさん 、ご入学 おめ

で とうございます。

苦 しい入試 を突破 し、 ホ ッと一

息 つ くと同時 に、今後 の大学生活

に向け、期待 と希 望を抱 いて いる

こ とと思います。

旭川医科大学は、勉強だけでなく、部活 も盛んで

す。部活、アルバイト、遊びなどいろいろなことに

挑戦して、自分の趣味や興味あるものを深めていっ

て下さい。

また、せっか く北海道にいるのですから、北海道

の寒冷な気候や美味 しいもの、スポーッ(乗 馬部な

ど)も 大いに楽しんでみて ください。

5年 生から始まる病院実習では、机Lの 勉強だけ

では学べない、現場ならではの貴重な体験が出来ま

す。

内科では、患者さんを担当して、診察をさせてい

ただいたり、外科では、実際に術衣を着て、執刀医

と同じ日線で手術見学をすることが出来ます。当直

実習では、緊急性の高い患者さんが多 く、生死の境

に立ち会 う場面もあ りました。医師の仕事の大変さ

を実感すると同時に、人の生命に深 くかかわる仕事

であるという、責任の重さを再確認しました。

6年 間、というと長そうな印象を受けがちですが、

私自身、今年最終学年を迎え、改めて振 り返ってみ

るととても早 く過 ぎ去っていった ように思います。

この6年 間をどんなものにするかは、皆さん次第で

す。 ときには壁にぶつかることもあるでしょうが、

それを自分で乗 り越えていく訓練を積むことは、今

後の人生に人いにプラスになるはずです。

皆さんが、6年 間終わって振 り返 ってみた時に、

素直に良かったと思える、そんな大学生活を送れる

よう、心から願っています。 1

齋齋齋齋壷齋壷齋齋齋齋齋齋齋壷齋歯齋齋齋齋齋齋齋歯齋齋齋齋壷齋齋壷齋壷齋齋齋齋齋齋齋齋db齋齋齋齋

(

一

一
医学科第4学 年 姫 野 愛 子

新入生 の皆 さん、 ご入学 おめ で

とうごさい ます。 これ まで温 め て

きた願 いが叶い、喜 び でい っぱ い

の こ とと思い ます。 そ れ と同時 に

勉強、部活 、一 人暮 ら し、 アルバ

イ トな どまだ まだ不安 もた くさん

あるの ではないで し ょうか。

入学 当時、私が1番 不安に感 じていたこ とは勉強

に関 してで した。試験の度にプ レッシ ャー に押 しつ

ぶされそ うになっていましたが、友達 と助け合いな

が ら乗 り越えて きました。そ して、大学生活が半分

過 ぎた今で さえ、 どれだけ努力を して もこの不安は

消えていません。 きっ と、人の命 を背負 う とい うこ

とはそ れだけ重 い とい うこ となの だ と感 じて いま

す。

また、部活 に関 して悩む ことも多々あ りました。

同期の仲 間、先輩、後 輩、本当にた くさんの人に出

7

会い、優 しさに触れたため、こんな私でも部長とし

てチームをま とめることができました。部活を通 し

て感じたことは今では全て、私にとっての大切な宝

物です。そして、残 りの大学生活 もそんな風に思え

るようなものになっていけばいいな と思っていま

す。

大学生活で医学に関する知識を十分に学ぶことは

とても人切なことだと思います。しかし、患者さん

の力になるためにはただ単に、医療を施すだけでは

いけません。患者さんの立場になって考えられる温

かい心や医療 スタッフとの信頼関係を築 くことも必

要です。その為にも豊かな感性を持ち続け、見たこ

と、聞いたこと、経験 したことなどをどう受け止め

るかが重要だと思います。私たち医学生にとって人

切なことは単に知識を詰め込むことよりも、むしろ

幅広い意味での教養を今のうちに身につけてお くこ

とにあるのではないでしょうか。

これから様々な経験を積み、大 きく成長されてい

くことと思いますが、謙虚な気持ちと感謝の心を大

切にして頑張って ください。皆さんが充実した大学

生活を過ごされることを願っています。

}



一一 覇

一
看護学科第4学 年 黒 木 慎 一

新入生のみなさん、ご入学おめ

で とうございます。 多くの希望を

持って来た人あるいは大 きな不安

を抱えながら来た人もいることで

しょう。それはさておき、そろそ

ろ大学生活にも慣れてきた頃で し

ょう。勉強に部活にバイ トに忙 し

い日々を過ごしていることだと思います。そこで、

僕が3年 間本校で過ごしてきて、皆さんに伝えてお

きたいことを書きたいと思います。

大学では高校までとは違って、幅広い年齢層の人

たちと友達になれます。同級生の中でも年齢は様 々

で、他の学年 ・学科 も合わせると本当にた くさんの

人と出会うことになると思います。色んな人生を歩

んできた人生経験豊富な人と話すことは とても楽し

いですし、自分の為にもなると思います。つま り、

クラスや部活の縦や横のつながりの巾で人間性を磨

いてい くことがで きる、 いさ とい う時 の助け舟 とな

る とい うこ とです。是非 、「友達の輪」 を広 げてい

きまし ょう口そ して、困 った時 ・悩 んだ時は その友

達や先輩に相談 し、一緒 に悩み、 一緒 の遊び、一緒

に飲み、乗 り切って ください。

また、大学生活 では、や ってみたいな と思 った こ

とに進んで挑戦 してみては どうで し ょうか。様 々な

ことにチ ャレンジで きる環境 にい るとい うこ とが大

学生の特権の1つ だ と思 います。勉強や部活、バ イ

トは もち ろんの こと、趣味や新 し く挑戦 してみたい

と思 った こ とに ・生懸命 になるの も 「青春」 だ と思

います(笑)大 学 生活はあっ という間に過 ぎ去 って し

まいます。ま とまった時 間があ る大学 生活 を有効に

使 って、楽 し く、悔 いの残 らな いような4年 間あ る

いは6年 間に してい って ください。

でも、何事に も頑張 り過 ぎは禁物です。 人間 には

適度な息抜 きが必要だ と思います。幸 いに して、旭

川は北海道の中央に位 置 しています。 しか も、あの

有名 な旭ll働 物園 もあ ります。動物園の動物 たち に

癒 され るの もいいです し、北海道の雄大な 自然 に癒

され るの もいい と思います。 とにか く、「頑張 りす

ぎないこ と」、 これが 大切 です。

齋齋齋壷齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋齋歯齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋必壷齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋

新入生を迎えて

看護学科第3学 年 鹿 又 史 恵

新入生の皆 さん、ご入学 おめで

とうございます。入学 した頃の期

待 と不安は今どのように変化 して

きているで しょうか?私 は とい

うと大学生活で得た新たな期待と

ともに、将来に対する不安 もあ り

つつ、早 くも過ぎた2年 間 という月

日にただただ驚 くばかりです。そ

んな大学生活を振 り返 り、何点かお話をしてみたい

と思います。

い きな り勉強についてですが、学年が進むにつれ、

基礎知識を蓄える1年 生の講義がいかに大切であっ

たかを実感します。私 も1年 生の ときに3年 生の先

輩から「解剖 と生理はしっかりやっておきなさい口」

と言われましたが、今になってまさしくその通 りだ

った と感じるのです。 とはいっても、1年 生の時に

はなかなか実感が持てない もので… 。1年 の半分

近 くはお休み という授業構成の巾において自己学習

はとても大切になってきます。多少でも勉強を組み

込んだ生活プランが、将来のあなたをチ ョピっと幸

せにするかもしれませんね☆

しかし、何 といっても遊びは大切ですHと ある

先輩にr今 はお金はないが、時間 と体力はある。働

いたらお金 と体 力はあるが、時間はない。』 と言わ

れました。少 し無理をしてでも遊んだ 日々の思い出

が、将来の豊かな心を育む、そんな風に信じてみた

いですね☆ 幸い旭川は北海道を満喫するには最適

の場所であると思います。部活を始め、多 くの友人

達 とぜひ北海道を駆け回ってみて ください目

また、アルバ イトを通しての経験 も他では得がた

いものです。大学 とはまた違 った背景や考え方を持

つ人達 との出会いがあ り、更に社会に半分足を踏み

入れるというその新鮮さHち なみに私は飲食店で

働いていますが、医療 とは離れた世界の 日常を若い

(!?)今 のうちにこそ触れてみてはいかがでしょう

か?

さて最後に、私が述べるまでもな く、大学に入っ

てやりたい事を皆さんはた くさんお持ちだ と思いま

す。その一つ一つを大切にし、うまくバラソスをつ

け、白分なりの楽しい大学生活を送ってくださいね

★

8



:}::、薦鱒鰹科大学に入学 して

医学科第1学 年 赤 木 康 司

後期試験で合格通知を頂いたの

で、入学 してか ら暫 くして落ち着

くまで、日の回るような忙 しさで

した。前期、後期 どちらの大学で

も、勉強させていただける所な ら

何処へで も行 こうと思っていまし

たので、 もし前期で合格 していた

ならば自分は此処にはいないはずです。三十歳を過

ぎて、 もう一度勉強 しようと考えた時、旭川や北海

道 という土地は、ほとんどイメージにありませんで

した。何でも自分の力で切り開いていけるような気

持ちでいた若い頃とは違い、自分の人生において自

分でコン トロールで きる部分の小 ささを改めて感

じ、土地 との縁、人との縁の不思議に感慨を深 くす

る毎 日です。

旭川に引っ越 してきて ・番すばらしいと感じるの

は、空気の良さや景色の雄大さなど環境の良さです。

夕方のグラウン ドで沈んでい く夕 日を目にすると、

都会ではなかなか味わえない とても贅沢な気分にな

ります。下宿のす ぐそばには忠別川が流れてお り、

その土手を歩いていると、とても気持ちが晴れます。

もう一つ、すばらしい と感じるのは学校の設備で

す。医科大学 としては当た り前の設備なのかも知れ

ませんが、図書館や情報処理室や各講義室での映写

システムなど、前に通っていた人学に比べて、 とて

もすば らしいものに感じます。

大学ではあ りませんが、付属の大学病院の設備に

も感心しました。病院のコ インラン ドリーを一・度利

用した時、待ち時間に少 し院内を見てまわりました

が、非常に清潔で設備 も充実 しているように感じま

した。札幌医科大学付属病院内にも、スターバ ック

スを建設する計画が進行中だというニュースを聞き

ました。病院内に少 しでも病院の外の世界にあるは

ずのものが入って、病院の非 日常性が少な くなると

いうことはとても大切なことだ と思います。

すばらしい環境、設備を与えられていることによ

く感謝して、 これから難しい出来事も多いと思いま

すが、一つ一つの物事に丁寧に接 していきたい、そ

う思います。

齋齋壷齋齋齋齋齋必齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋齋齋齋壷齋齋齋齋必齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋齋

旭川痒科大学に入学して

医学科第1学 年 山 中 桜

私 が、 今、 この場 に いる こ と。

私 が、 今、 ここに居 場所 を得て授

業を受 けてい ること。

合 格 を 知 った 直 後 か ら今 もな

お、 こう してい る ことを正 直実感

できずにい ます。

そ れは、私 な どが医師 にはなれ

ない と自身の能 力の限 界を勝手に決め付け、一度医

師の道 に進む ことを諦め かけたか らなのか もしれま

せん。

しかし、 自分の人生 を切 り開いてい くのは 自分 白

身 だけであ り、 この まま何 とな く生 きてゆ くこ とだ

けは した くない と強 く思い ました。だか らもう一度、

夢 に近づ くために頑張 ってみ よう、そ う決意 し、現

在 があ ります。 内心では私には とて も叶 え られ ない

と思 っていたこ とだか らこそ、合格 が信 じられずに

夢 を見ているよ うな心地なわけですが、 これか らは

気 を引 き締 めて毎 日身 に沁 み るような学び を してゆ

くのみです!私 自身が私を諦めても、最後まで私を

信 じて諦めずに支えて くれた人たちにも心から感謝

しています。

ともあれ、どうやら運 よく医学生になることがで

き、受験を通してやる前から諦めることは絶対にし

てはいけないことであ り、また本気で願い、できる

限 りの行動をすることの尊さをこの身をもって知る

ことが出来ました。

これから先は想像もつかないような困難に直面し

た り、机上の理想論では語 りきれないような現実に

向き合った りすることばかりでしょう。そんな中で

みんなの健康な生活をしっかりサポー トできる医師

になれるように、先ずは6年 間で様々なことを学び、

自信ある私を築 く努力をしていきたいです。きっと、

その先にた くさんの人から信頼される医師があると

思うから。

旭川医科大学にはユニークな同級生や、優しくて

楽しい先輩方、そして頼 りになる先生方ばか りで、

こんな素敵な学校が私の学びの場になったことをと

ても幸せなことだ と感 じています。幅広い知識 と視

野を兼ね備えた 「優」な医師を 目指して、多 くの仲

間 とともに精一杯学んでいこうと意気込んでいま

す。

一9一
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医学科第1学 年 猪 狩 智 生

「北海道 民 として北 海道の ため

の医療 を実践Lた い,,1

そん な気持 らを胸 に私は旭 川医

科 尺学 を受験L、 入学 す る ことが

で きま した。 私が旭 川医科 メ(学を

選 んだ理 由は 「自 らが問題 を 見つ

け 、問題 を解決す る能 ノ」を身 に 着

け る。[と い う 白 柑 生 を 重 んLる 校 風 に 憧 れ て の こ

と で し た 。

そLて 今 、 実 際 に 入 学Lて か ら1ヶ 月(ノ)月 口 が 経

過 し.、そ'の校 風 を 実 感 で き る 勿 くの 授 業 が 始 ま'・て

きて い よ す 、 そ ん な 充 実/.た 学 校 生 活 を 今 は 楽 し く

送 っ て い 主 す 、,

人学1.て か ら驚 い た こ と、 そ れ は 同 学{1・の 人 々 が

/1》=11こ1色々な}リ「カ、し・ノ斗(げ(「㌧、くて),し二㌧、一コ》こ二と7(『Lノ㍗二、,〆」、

学 ・中'γ:・高 校 と北 海 道 の 地 元 の 公 立 学 校 に 通 ・,て

い た 私 に と 一,て 本 州 や 九 州 か ら*iた 人 と 同'』r:年に な

る事 は 初 め て の 経 験 でLた 。 年 活 の 中 の 小 さ な 事 、

さ さ い な 習 慣 の 何 か ら 何 ま で 本 州 の 人 とは 違 う点 か

多 くど彰～り 、 才こノ=三1こ↑貫才し7告:㌧・人「!、～し有 り ゴr〔　・」'カ・、L二才!カ・

「,も 多 く`ノ)人とイ妾 し て 行 くこ と で ・↓ノし ず つ↑貫れ て 行『

け た ら と思 っ て い ま す 。

こ れ か ら6年 間 、 こ の 旭 川 医 科 人学 で 勉 強 を/.て

し・く才)け冒'ぐす が 、 先 輩(ノ)ノノ々か ら凍三な 唱4まか りて二無

く、 半 く苫 し い テ ス トも 数 々あ る と聞 い て い ま す 。

確 か に 他 の 左学 よ り も 夏 休 み が 短 く多忙 な 学 生 生1舌

な の だ と思 い ま す 。 し.か1.将 来 、 人 の 命 を 扱 う仕 事

に 就 くの だ と い う 臼覚 と誇 りをLっ か り と胸 に 刻 み

込 み と ん な に 辛 い 勉 強 に も 耐 え 抜 き 、Lっ か り とL

た 知 識 を 身 に つ け て1」 きた い と 思 っ て い ま す 。ま た 、

し.っか り と し た 人 間 関 係 を 築 き トげ 将 来 医 療 職 拓[二

し て 人 問 の"痛 み"が 理 解 で き る 様 に な る'炉 も学 生

時 代 に で き る 人1{刀な こ とだ と 考 え て い ま ホ、,そ`ノ)た

め に も 部 活 動 や 趣 味 な ど 多 くの 物 事 を 通Lて 常 識 力

を 身 に つ け 、 人 との 関 係 の 築 き ノ∫も'』〃.で 行 きた い

で す 、,

こ れ か ら も 共 に 同 し1夢を抱 ぎ あ う 仲 間 達 と 切研 琢

麻 し.なが ら理 想 の 医 師 像 を 目指 し て 頑 張 っ て 行 き た

い で す 。

齋必壷壷歯壷歯壷齋壷歯壷必必壷齋壷齋齋壷齋壷齋齋壷壷壷壷r泌齋壷壷粛必壷歯必齋齋齋齋壷齋必壷齋齋壷

(型 医科大学に入学i烹 う

医学科第1学 年 安 田 さお り

人学 か ら早 く・も、1ヵ 月が過 ぎ ま

した。思 えば 合格通知が屈いた 日、

私はず っ と抱 いていた夢 の医師 へ

の 第 歩 を踏 み 出せた こ とへの喜

び は さる ことな が ら、L地 勘 も知

り合い もゼ ロの北海 道 で1人 で碁

ら1て い くことに対す る大 きな 下安 も感 じていま し.

た。

しか し、入学後その 不安は一気に払拭 され よした。

先楷i方1よ優 しく面L晒 ・人ぼカ・りで、 先「串後革(わ仲は

良 く、旭医び)寡開気には安心感があ るように思 い ま

した。 また、先輩達が企画Lて くれた新 歓 合宿 な と

が きコかけで同級生の 人とず("に 打ち解ける ことが

で き主Lた 、 今では 左学生活に も慣 れ、垣 日がすご

く楽Lい ですU

り∫で、「白分は 人学 生にな ったんだ な」 と気か

引 ぎ締 まることもあ ります。 当た り前ですが、授 業

形態は高校 と全 く違 い、 白分か ら積極的 に学んでい

くこ との必 要性 を痛感 して います。

自分は これか らの6年 問 を充実 し/:二もの にLた い

と思 ってい よすUそ れは学 業lrllはも らうん、部活動

やア1レバ イト、友 人関係 などもです。順調 にいけは

6fl一後、私達 は医 師 とLて 働 くことになるわけ です

が、その際、医師には高度な知識 と技 術は もちろん、

多忙 な毎 口を乗 り切る体 力 と忍耐、 琶若 男 女様 々な

価値観 を右Lた 患者 さん達 と1'手 にコ ミュニ ケー シ

ョンをはかれ る能 力な ど実 に 多くの ものが求め られ

る と思 います∩ 私達 に ケ・え られた6年 間は、医学 生

として 人間 として 勿(の ことを学んでいた らあ っと

いう問 に過 きて しま うと思 いますので、毎 日毎 日を

大 切にL、1つ で も多くの こ とな学 パ でい き、将 来

医師 として働 く糧 を この メ(学で つかんでい きたいで

ず。

lo
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問 を 今 も鮮 明 に 覚 え て い 虫す,,

ず 、 そ`ノ)Ljlよ3「 司 もホ ー ム ペ ー ジで 受 罵命番 号 が あ る

こ と をf鵬 認L主Lた,,

そ/て 雪 の 残 る 人学 式 か ら1か 月。 旭 川 で も 叔 う

や く桜 が1咲 き始 め 、口 差 し に 春 の 訪 れ を感 じ る 今 口、

こ の 頃 。 僕 は1か 月 前 と相 変 わ し'・ず 忙 し い 生 活 を 送

っ て い よす 。f"∫よ り も 大変 な の は 一 人 暮 らLだ と思

い ま す(,初 め て 親 ノ己か ら 脚 れ て 、 慣 れ な い 掃 除 、 洗

看護 学科 第1学 年 安 藤 雅 文

前 期 台 格 発 長 の 日。 緊 張 に 押 し.

つ ぶ さ れ そ う に な りな が ら 、 僕 は

旭 医(わ ホ ・一ム ペ ・一ジ を 開 き ま し た 。

「7{1。 。。… あ 一っブニ!」 と髪才っ一♂

ガ ・ズ ソボ ー ズ を し て 点 入 だ あ の 瞬

合 格1.た 実 感 が 湧 か

濯、料理 一 ・と気 がついた ら夜遅 くにな 一・てい る

こともよ くあ ります。 ただ、そんな忙1さ の中に も

メ(学生 らしい 自巾な時問があ った り、 石護師に近 つ

いているこ とが実感で きる講義があ った り、充実 し

た毎 口を過 ごLて い よす、,

また、 部活 では最後の最後 まで悩/しだ 末、長 年や

コて きたバス ケ・ソ1・ホー1しに決め まLた 。最近 の試

合では、早速1イ1生 も出 して もらえて、 人学 のバス

ケ・ノトの レベ ルの高 さに戸惑 うことも多 々あ り主す

が、 少 しで もイームの力になれる よヴ)にがんば りま

す,)

人学生活において も、 石護 について も、 まだまだ

わか らない ことばか りで ずが、何事 に も挑戦す る心

を忘れずに、 多 くの 人と触 れ台うこ とで1イ1後 には

看護の知識 と技 術に加え、人間 とLて も、ン:派な 石護

師になれる ように努力 した い と思い ます。

壷r必齋壷壷壷壷壷壷壷壷歯壷壷齋齋db必 壷壷壷壷壷必齋壷必必壷壷齋必壷db壷 壷壷壷壷齋壷齋歯db壷 必齋歯

( 旭川医科大学に入学して )

一、た戸惑 いの気持ちでいっぱ いでLた 、,

ン7一 試験 を受け終 わ ってか らは、その戸惑 いの気

持 ちは1く安へ と変わ・・てい きました。 含格Lた 気の

緩みか らか、旭医を受験す るこ とも出 来ない ような

点数で、1月 か ら、本 当に周 りのみんなについてい

け るのか ととて も不安 にな りまし.た。 そんな下安 な

気持ち と期待の気持 ちで旭川医科 左学 に 入学 してか

ら、早 くも1か 月が経 とうとLて ㌧・ます。

看 護 学 科 第1学 年 吉 田 ひ か り

昨 年 の10月 に 旭 医 の ホ ・一ム ペ ・一

ジ でAO入 試 の 合 格 発 表 を 見 た 時

は 、 ま さ か こ ん な 早 く に 受 験 生 活

が 終 わ ・)て し ま う とは 思 っ て も い

な カ・っ 六二(ノ)}(、嬉L、 さ よ り く,こ 才し

か ガ)f可を す れ は い ㌔・4)だ ろ う と い

LかL、 セ
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この1か 月は、 とて も早 く過 ざた ように感 じ1奴

た、,人学L-(す く"の新歓 合宿や毎 日の講義 を通Lて

た くさんび)人と知 り合うこ とかで きよLた 、,毎日の

講義 では、専門的 な もの から、一般 教蕎的な もの ま

で と幅広 いですが、とて も興味深 く聞 くことがで き、

多 くの知識 を身に つけ るこ とが出来 てい ま 弓㌔ 主た、

部活 では、 同学イ1・の繋が りだけではな くた くさんの

優Lい 先輩 方と関わ るなかで、旭医の素哨 らLい 部

分や先「繰 ノ∫の 講義 の内容 な との話 を聞 くこ とがで

き、先輩方 から学 べ ることがた くさんあ ります。 先

苦 ノ∫を 見習 って、勉強 と部活 をllllj立し、 楽 しい 人学

生活 を送れ るよう努力 し.てい きたい と思 いま した.

これか ら先 もさらに 多 くの人 と接 する機 会が増 え.

てい くと思い ますが、その機 会を大 切に して 、 多(

び)ことを吸収Lな が ら、 立派 な看護師 として だけで

はな く、1人 の 人間 として も成 長 して卒業で きるよ

うに、 これか らの4年 間 を充実Lた 大学生活 にLて

い きたい と思い ます。
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就 任 の ご 挨 拶

看護学講座(成 人看護学)教 授

平成19年4月1日 付けで看護学講座(成 人看護学

及び看護情報学領域)教 授を拝命致しました。少子

高齢化が進み,価 値観が多様化 した現代社会を反映

して看護基礎教育において,幅 広い人間性 と科学的

思考に基いた看護実践能力の付 ケ,そ して自立 した

看護職の育成が求められています。微力ではありま

すがその職責が果たせるよう努力する所存です。

私は1973年 に看護職 としてスター トし,臨 床にお

ける看護実践及び看護管理を15年間,病 院情報シス

テムの看護情報システム担当(一部継続看護 も兼務)

が10年間,本 学看護学科で看護基礎教育(成 人看護

学&看 護情報学)が3年 間,そ して病院の専任 リス

クマネジャー として4年 間勤務後,私 立大学看護学

部で看護情報学を2年 間担当していました。新設さ

れて間もない旭川医大病院に就職して30余年,新 し

い病棟の開設や看護情報システムの構築,専 任 リス

クマネジャーとしての医療安全等への取 り組み等を

通 して看護職として多くの学びを得ることができま

した。

看護基礎教育における大学化は急速に進展 して

2007年4月 現在で157校 とな り,看 護基礎教育の質

(教育内容)及 び量(教 育年限)の 充実が求め られ

ております。2005年 度 日本看護協会 「看護師基礎教

育のあり方に関する特別委員会中間答申」によると,

「人格陶冶の教育」「看護過程の展開や生涯学習の

基礎 となる知識 ・思考力を培 う教育」「一定の看護

技術を修得するための教育」の三側面の重要性が示

されました。「人格陶冶の教育」 とは,人 間を深 く

理解する教養の酒養,患 者等の人権を尊重し,患 者

本位の視点で看護を提供する倫理観の醸成 と,患 者

や職場関係者 との信頼関係を築 くことができる対人

関係能力 ・コミュニケーショソ能力の育成であると

述べています。看護の対象である人間を多様な視点

から理解することは看護の基本であり,対 人関係能

力やコミュニケーシ ョン能力は看護実践の基盤 とな

ります。次に 「看護過程の展開や生涯学習の基礎 と

加 藤 千津子

なる知識 ・思考力を培う教育」 とは,患 者の個別性

を踏まえたアセスメソ ト能力,特 にフィジカルアセ

スメソ ト能力の強化 と,医 療連携を理解 し,促 進す

る力となる地域ネットワークを活用 した切れ目ない

患者ケアの確保に必要な看護過程の展開及び予防的

視点から見た患者教育の能力が挙げられます。1988

年から10年 間にわた り医療へのIT導 入に関わ り看

護情報システムの構築を担当し,ア セスメン ト能力

を高めるための系統だったアセスメン トツールの作

成 とその活用,共 通用語 としての看護診断の導入及

び情報の共有,地 域連携のための看護依頼書作成等

のシステム構築を通 して,特 に看護基礎教育におけ

る思考力を培 う必要性を感 じていました。そして保

健医療福祉における機能分担や連携の推進は,今後,

さらに看護職 としての専門的な知識 ・思考力 ・判断

力が要求されるでしょう。また,専 任 リスクマネジ

ャー としての活動においては,医 療安全は組織の体

制整備 とともに医療者の質の担保が不可欠であ り,

安全で質の高い看護を提供するには,看 護基礎教育

は基より生涯にわたって 自己研鍛を図ることがます

ます重要です。次に 「一定の看護技術を修得するた

めの教育」 とは,療 養上の世話及び診療の補助行為

に必要な知識 と技術が確実に修得で きることであ

り,と りわけ臨地看護学実習は臨場感のある体験学

習を通 して既習の知識や技術及び態度を学び,倫 理

観をより深 く理解する機会 とな り得るものです。

不確実性の高い現代の医療において成人看護学領

域の教育を中心 として,長 年培った経験知 も活かし,

確かな知識や技術に裏付けされた思考力や問題解決

能力をもつ自律 した看護職の育成に努めたいと思い

ます。また,研 究活動では,成 人看護学(慢 性期)

領域の 「生活習慣病におけるセルフケア能力」,看

護情報学領域の 「看護用語の標準化」 と 「看護の質

の評価」,そ して現在は医療安全に関する 「看護職

の勤務中の眠気に関する疫学研究」に取 り組んでい

るところです。

一13一



一

学生による授業評価(平 成18年 度分)の 結果公表について

平成18年 度後期 「講義に対する学生評価」における全教員の得点分布
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あなた自身について

講義計画

教育意欲 ・態度

講 義}支 彿∫・1勾容

総 合評価

講義に対する学生評価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

　

ユ

　

　

　

ユ

ユ

問

問

問

問

問

問

問

問

間

間

問

問

問

問

問

問

事前 に履 修 要 項 や 教 科 占を 読 む な ど予 習 を し ま した か。

授 業 に毎 回 出席 し ま した か 。

授 業 中 に授 業内 容 を理 解 す る た め の 努 力 を しま した か。

授 業の 復 習 ・宿 題 を 毎 回 し ま した か。

各回の 講 義 は よ く準 備 が な され て い ま した か。

履 修要 項 は 授 裳全 体 の ポ イン トを理 解 す る上 で適 切 で し た か。

教育 に 対す る情 熱 ・熱 意 が 感 じ られ 衷 した か。

学 生 に接 す る態 度 は 授 業担 当者 と して適 切 でLた か.

明瞭 で聞 き と りや す い 話 し ノ∫で した か。

教材(プ リン ト ・ス ラ イ ド ・板 書 な ど)は 適 切 で した かQ

講 義 に おい て 重1要ポ イン トを強 調 して くれ ま した か,.

学 生 の 反 応 を確 か め な が ら講義 して い 衷Lた か。

豊富 な知 識 が あ り、 か つ 説 明 が論 理 的 で した か。

授 業 の 難 易度 は 適 切 で し.たか。

各回 の 講 義 内 容 は 量 的 に適 当 で し、た か.

今後 の 学 習 意 欲 を増 す 内 容 でL.た か.

問17こ の 授 裳は 全 体 と して 満 足 で きる もの で した か。

唱 強 くそ う思 う(非 常 に 良 い)

㌶ 媚1,1誉賊 い、普通,
〔1あ ま りそ う思 楓 い(あ 劇)良 くな い)

ID全 くそ う思 わ な い(良 くな い)

翻■ 膿
'騰 ■ 繕

欝口 ㎜

内科学講座(循 環 ・呼吸 ・神経病態内科学分野)長 谷部 直 幸

科 目 名:基 礎医学1(医 学科第2学 年後期/必 修科 目)

口 時:'F成18年11月22口(水)

履 修 著 数:98配 布 数:66

*言、Ffllii糸占果(・1え均)

6講 日

回 耳又数:61回 耳又率:92.4%

5

一
5

問

4 【'

問

4

17

7

"

4

*授 業評価に対 するコメン ト

循環 ・呼吸 ・神経病態内科学分野 長 谷部 直 幸

今回 の学 生 の 高 い評llmよ 、 大 変 嬉 し く、 光栄 で あ り、素 直 に感 動 して お り ます。 循環 器 学 の面 白 さを伝 え

.kう とす る1分 か る授 業」へ の 努 力を 評fllliして も らえ た もの と嬉 し く思 い ます。評 価 対 象 の 講 義 の み な らず 、

全学 年 で 担'1/す る他 の40数 コマ の 講 義 全 て が 同様 の 評 価 な らば 、 木物 と 言え る もの と 自戒 し ます。 今回 の 講

義 は 、 学 会 出張 の ため5、6講 目の 補講 枠 に臨 時 追 加 した もの で 、 反 発 と悪 評 を 覚悟 しま した か、 む しろ こ

れ が 、 よ り学 習 意 欲 の 高 い 学 生 の 出 席 と高評 価 に繋 が った の か も しれ ま せ ん。 問14、15の 難 易度 と量 的 な面

では 史に 改善 を 図 りた い と思 い ます。教 え る者 の モ チベ ー シ ョン を高 め て くれ る嬉 しい 評 価 に 重ね て 感謝 し、

更 に精進 した い と思 い ます 。
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一 一一・…・

生理学講座(神 経機能分野)高 苧:木 薫

科 日 名:基 礎医学1(医 学科第2学 年後期/必 修科 〔)

一一

問5

一

間6

4.8 4.7

日 時:平 成19年1月24日(水)

履修者数:98配 布数:56

*評 価結果(平 均)

問7

4.8

2講 目

回 収 数=37回 収 率:66.1%

問8

4.7

問9
4.8

問10 問ll 問12 問13 問14 問

4,4.7
一

4.7 4.5 4.7 4.4

問16

4。7

問17

47

*授 業評価 に対 するコメン ト

生理学講座(神 経機能分野)高 草 木 薫

講義に際 しまして,学 生諸君からこの様な高い評価を戴きましたことは,医 学教育に携わる者として非常

に嬉しい限りです.生 理学は統合の科学であり,脳 神経生理学はその際たる領域です.即 ち,脳 神経系の機

能を理解するためには,止 確な神経解剖の知識 も要求 される訳であり,機 能(生 理学)と 構造(解 剖学)の

有機的統合という作業が,脳 神経生理学を"難 しい"と 感じさせています.そ こで,私 は"必 要最低限の最

重要項Hを 要領良く学生さんに訴えること"に 重点を畳いて講義をしています.そ の反面,講 義で伝え切れ

なかった内容も数多くあ ります.そ の部分は,平 先生の解剖図譜と私の講義資料などを参考に,自 己学習に

よって補って戴きたいと考えています.

幽 ■灘 繍 凹■ ●撒 灘 ■■ ■麟 灘■ ■ ■羅 鎌口 ■■1灘 脳口■ 凹 縢 鞭 ■■ ■灘 鎌臓圏

解剖学講座(機 能形態学分野)占 田 成 孝

科 目 名1基 礎医学 ⊥(医 学科第2学 年 後期/必 修科 目)

口 時:平 成18年H月8日(水)1講 目

履修者数:98配 布数:57回 収数:49同 収 率:86.0%

評価結果(平 均)

問5

4.6

問6

4.6

問7 問8

4.7

問9

4.7

問10

4.6

問ll 問12 問13 問14 問15

4.3

問16

4.6

問17

4.64.6 4.7 4.6 4.7 4.5

授業評価 に対す るコメン ト

解剖学講座 磯 能形態学分野)吉 田 成 孝

講 義 に対 す る学 生 評 価 が 高 か っ た とい う。 なぜ なの か を考 え て み た。 多分 そ れ は私 の 学 生 時 代 の成 績 が芳

し くな か ・・た 事 に よる の で は な い だ ろ う か。 当時 私 が 受 け た 教 育 は 最 先端 の 研 究 を して い るだ ろ う先 生 方が

自分 の 好 きな 事 を 好 きな様 に話 す とい う こ とが 多 か った 。 そ の た め 、授 業の 時 に は理 解 で きな か った こ とが

卒 業 して か ら"な る ほ どそ うい う こ とだ っ たの か"と 思 い 当た る こ と も よ くあ っ た。 今は そ の 経験 を生 かす

べ く、 な るべ く理 解 して も ら うよ うに授 業 を構 成 して い る つ も りだ。 た だ 、 私 は わ か りや す い 講義 の成 績 も

芳 し くな か った か ら誤 鮮 の な い様 に。 ・番大 切 なの は 授 業 の や り 方 よ り、 どれだ け 自 分で 進 ん で勉 強 す る か

ど うか だ ろ う。
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以下4.4以 上(上 位20%内)の 教員は次のとお りです。(*五 十音順)

所 属 名 教 員 名 科 目 名 日 時

平成19年2月2日(金)1講 目

学年 履修者数配付数回収数回収軸

内科学講座 伊藤 博史
一

江口 尚文

選択必修コース皿 ・U

「糖尿病9内 分墾Up曹Dateコース」

選択
必修 職 ll6

21

91

20

32

20

35.2
-一『

100.0非常勤講師 経済学 選択 平 成19年1月24日(水)2講 目

平 成18年10月26口(木)2講 日

選択

薬理学講座 川辺 淳一 基礎医学H 必修 医2

選択

98 79 53 67.1
一一

非常勤講師 黒 川 伸 ・法学

生命科学W

選択

一

平 成19年1月24日(水)2講 目 23 21 21 100.0

病理学講座 小林 博也

高橋 雅治

必修 平 成19年1月5目(金)5講 目 医1 91 37

84

37

84

100.0

100.0

一一

心 理 学 生命科学V 必修 平 成18年11月9日(木)3講 目

平 成18年10月27日(金)5講 目

医1 91

産婦人科学講座
一

英 語

耳鼻咽喉科顧頚部外科学講座

田熊 直之
一

内藤 永

生命科学～1 必修 医1 89

87

96

84

76

47

7吃

73

90.5
-　

医学英語1 必修
平 成18年12月5目(火)3講 目

医1

医3

看2

96.1

平 成18年12刀8[(金)6講 目

林 達也 臓器別 ・系別講義W 必修 平成18年12月14日(木)1講 目 24 51.1

看 護 学科 藤井 智了 在宅看護学

心理学11

英 語i且

必修 平 成19年1月30日(火)3講 目 70 70 70 100.0

非常勤講師 松出 両u 必修 平 成18年11月27日(月)3講 目 看2 70 69 68 98.6
一

英 語 三好 暢博 必修 平成18年1・月3・日(月)禽 畠
一

平 成19年1月10日(水)1講 目

看2 64 61 58 95.1

病理学講座
rπ 一 一 一一}-

寄生虫学講座

柳沼 裕=

山崎 浩

基礎医学H 必修 医2 97 50

60

43

40

86.0

66.7某礎医学皿

基礎医学1

必修

必修

平 成18年11月16日(木)3講 目 医2 98

病理学講座

眼科学講座

吉江 真澄 平 成18年12刀13日(水)3講 目 医2

医3

98

96

50

91

4亀 96.0

吉田 晃敏 臓器別 ・系別講義W 必修 平 成18年12月20日(水)3講 目 80 87.9

1

■■■灘 灘■■■■口繍 纐■■■■鋼灘 麟凹■■讐圏欝 職闇■■■■懸 灘■■■■■鋤 鎌口■■■口繍 磯■■讐

科 目全体の講義企画に対する学生評価
　 一

問1事 前に履修要項や教科書を読むなど予習をしましたか。

あなた自身について
問2授 業に毎回出席 しましたか。

問3授 業中に授業内容を理解するための努力をしましたか。

問4授 業の復習 ・宿題を毎回しましたか。

問5科 目全体の履修 目的は、履修要項やガイダンスで明確に示されましたか。

問6履 修主題間および教員間で、内容の過度な重複は避けられていましたか。
科目構成

問7各 履修主題に割 り当てられた時間のバランスは適切でしたか。

問8各 担当教員は履修主題に沿って授業を行いましたか。

問9各 履修主題の難易度は適切でしたか。

問10科 目全体の内容は理解しやすいものでしたか。

科 目内容 問11科 日全体の履修の 目的は最終的に達成されましたか。

問12科 目全体の内容は今後の学習意欲を増すものでしたか。

問13試 験や提出物(レ ポー トなど)の 量と内容は適切でしたか。

総合評価 問14こ の授業は全体 として満足できるものでしたか。

⑤

④

③

②

①

強 くそう思う(非 常に良い)

やや思う(良 い)

どちらとも言えない(普 通)

あまりそう思わない(あ ま り良 くない)

全 くそう思わない(良 くない)

一17一
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■■■■■■■■■ ■■圏 ■■■ 繭 ■騨幽 一脚■■廟 冒一申 ■

科 日 名:社 会医学基礎 皿(医 学科第1学 年後期/必 修)

履修者 数:88配 布数=88回 収 数:87回 収率:98.9%

*評 価結果(平 均)

問1

2.7

一

問2

3.8

問3

3.3

問4

2.8

問5

3.4

問6

3.6

問7 問8 問9 問10 問11

3.4

問12

3.2

問13

3.43.5 3.5 3.5 3.3

一一

問14問15

3.3
一

問16 問17 問18

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

社会医学基礎1コ ・ヂ ィネーター 松 岡 悦 子

礼会医学基礎1は 、非常勤の先生 と礼会学の松岡とで担当しています。科目名が社会医学 となっているた

めに、公衆衛生の内容を連想 させ、科 目名と中味が合っていないというコメントがありました。確かに医学

部において社会医学 という名がついていると、まずは公衆衛生を連想するでし上う。 ところが、この科目の

中味は、生命倫理が中心で、それに社会科学的側面からみた医学についての位置づけの話が加わります。学

生の人た らがとまどうの も無理がないかもしれません。医学を幅広い視点からとらえることの重要性を、今

後も学生の人たちに伝えていかねばならないと思います。

(

■鯨 繍 鱗■■ 顯 鵬 繍鱒圏 圏 灘 賊馴■ ■ 纈 燗■■ ■ 聯 螺 凹■ 闇継 撚口 ■臓 騨 灘 厳凹
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問14 問15問16

一

問17 問18
一一 一

3.:3 一

科 目 名:生 命科学W(医 学 科第1学 年後期/必 修)

履修 者数:87配 布数:86回 収 数:86

*評 価結 果 いF均)

1
問6

3.8

1ロ叫又率:100.0%

問7

3.6

問8

3.8
1

問9 問10 問ll

3.3 3.O
l

3.4

2

1

1目

3

R 問13

3.3

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生命科学Nコ ーデ ィネー クー・ 中 村 正 雄

昨 イ1'度に 比 べ 全体 的 に やや 低 い評 価 を得 て い る。今年 の 変 更 点 は 、中村 担 当の 物 理 化 学 分 野(生 体 熱 か'r:、

反 応速 度論 な ど)9コ マ 分 を 前期 の 最 後 に 移 し、中 間 試験 を行 一・た こ とです 。出題 の範 囲 が絞 られ た た め か 、

成 績 は 全 体 と して 咋 年.Lり や や 上 い結 果で した 。

個 別 の コ メン トで は 、講 義 の進 め 方、 講 義 内 容 の ま とめ方 とい 一・た 参考 に な る指 摘 が あ りまLた 。 講 義 中

に使 用 して い た 教 科 書 と参 考 書 に つ い て 説 明 が 不 卜分 で 混 乱 を与 え た こ と も評 価 を トげ た理 由 か と思 い ま

す 。

皆 さん の 質 問 を受 け な が ら講 義 を進 め 、 一 方 向的 な 講 競 を避 け た い と 疹え て い 衷す 。 理 解 て ぎな か っ た こ

とを後 に残 さず 、 是非 質 問 す る こ とを期 待 して い ま ≠。 来年 度 は宍 戸(助 教)が 講 義 に 加 わ ります。 今年度

よ りも、 よ り1'寧 な 講義 を 日指 す つ も りで す。

(
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科 目 名:生 命科学 〉(医 学科第1学 年後期 必修)

履 修 者数:87配 布数:86回 収数:86回 収率:IOO.0%

*評 価結果('F均)

問1 問2

一

問3 -一

1

問4

3.2

問5

3.9

問6

4.2

問7

4.1

問8

4.2

問9

4.2

問10

4.24.0
一

問15

3.93.〔,

問14 問16 問17

一一一一

問18

4.2

糊専 磐

*評 価 に対す るコメン ト

牛命科学vコ ーデ ィネー クー 高 橋 雅 治

生 命科 学Vは 、医 療 に必 要な 基礎 心 理 学 、臨 床 心 理 学 、発 達 心 理学 を学 ぶ た めの 講 義 であ る。

1科 目構 成 」 の4項 目に つ いて は 、3.9か ら4.2と い う評 価 が得 られた 。 これ は 、 す べ て の 講 義 が 心理 学 研

究 室 の ス ダ ・ソフ に よ り行 わ れ た こ と、及 び、講 義 の 内容 を 毎年 改 誓 し.てぎた こ とに よ る と 考え られ る。 また 、

1科 目内容 」 の4項 目に つ い て も、4.1か ら42と い う評価 が得 られ た。 これ は 、 毎 年lbて い る配 付 資料 の

改 訂 や講 義 資 料 の マ ルチ メデ でア 化 に よる もの と思 わ れ る。

一方
、学 牛 自身 に つ い ての 評 価 で は 、 了 習 と復 習 に つ い ての 評 価 が3.oと3.2で あ った。 今後 は 、 」り習 ・復

習 に つ いて の 指 導 が必 要 で あ る と思 わ れ る。

また 、 自 由記 載 の コ メン トで、 試 験 の 記 述 量が 多す きる とい う意 見が あ っ た。 今後 は 、試 験 の 内容 に つ い

て も改 善を検 討 す る予定 であ る。

口 灘 、 ,■ ■ ■ -■ 懲 唱翼 臓 騒
魏 臓 儀 、 ・鱗 ■

科 目 名:生 命科学W(医 学科第1学 年後期、/必修)

履 修 者数:87配 布数:86回 収数:86回 収率:mO.0%

*評 価結 果(・F均)

問1

3.3

問2

3.9

問3

4.0

問4

13.3

一

問5

4.0

問6

3.8

問7

3.8

問8

4.0

問91

3.9 3.8 閉∵幣 響

1壁望剛避 轡
*評 価 に対する コメ ン ト

生 命科 学 ㌧1ヨー デ でネー ター 林 要喜知

生 命科学Mの 評 価 平 均 点 数(問4-14)は3.92で あ り、 昨 年3。95、 一昨 年 は3.81と 比 べ る と、評 価 が落 ち

着 いて きた よ うに感 じる。学 生 か らの 具 体 的 な コ メン トに は 、1)オ ムニ バ ス 方式 の 担 当教 員数 が 多す ぎ る、

2)講 義 内 容 に もっ と統 ・性 を もた せ て ほ しい 、3)教 員の 評 価 は 個 別 に した ほ うが よい(そ うで な い と評

価 を ソ ィー ドバ ッ ケす る意 味 が な い)と い うコ メン トが昨 年 に続 い て 出 され た。 これ らの 点 に 関 して は、 担

当 教 員が 交 代 す る ク イミン ゲ時 に 、1)や2)の 点 で 少Lず つ 対 応 は して きて お り、 今後 も、 各教 員間 での

連 携 を と りな が ら改 蒜 を図 りた い と 考え て い る。 ま た、4)講 義 内 容 は とて も興 味 深 い し、5)モ ・チベ ー シ

ョンが 上が る講 義 で あ っ た とい う コ メン トもあ り、各担 当教 員の熱 意 や 努 力が 評 価 され た もの と判 断 され る。

試 験 実 施 の あ り方 や連 続 した 講 義 を 改 め る な どの 点 に つ い て も、 さ らに 改善 して い きた い と考 えて い る、、
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嗣■■■■■■■■■圏■■■■■■■■圏薗顧繭齢一一禰一…

科 日 名:生 命科学W(医 学科 第1学 年後期/必 修)

履修者数:90配 布数:89回 収数:87回 収率:97.8%

*評 価結 果(平 均)

問1 問2 問3

3.9

問4

3.4

問5

4.0

問6

4.0

問7

3.8

間8

4.0
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3.7

問10

3.7

問11

3.9

問12

4.0

問13

3.73.3 3・6…

問14問15問16問171昌 」18

3.9

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生 命 科学Wコ ー デ ィネー クー 渡 部 剛

本科 目の 企 画 ・展 開 方法 に関 しては 、 この 数 年 間 の ブ ラ ッシ ュア ップ に よ って ほ ぼ確 立 され学 生 か らの 評

fllllも4点 前後 で 推 移 して い る。 た だ、 今年 度 は 、 チ ュ・一トリア ルの 展 開 時 期 変 更 に 伴 い 、 夏 休み 明 け 直 後 か

ら本 科 目が 始 ま ・た た め 、生 物 学 の 素 養が 足 りな い 一部学 生 に は 大変 だ った よ うで あ る.こ の 口程 は 来年 以

降 も変 わ らな い よ うだ が 、展 開 時 期 の 問 題 に関 して は 教務 係 が作 成 した 時 間 割 に 従 わ ざる を得 ず 、 我 々に は

ど うす る こ と もで きな い。 この 期 間 に 人体 組 織 学 を 習 得 で きな か ・・た 学 生 は 、4年 終 了時 の 共用 試 験 まで に

白学 白習 で理 解 を深 め て い く しか な いが 、 何 か 組織 学 の 領域 で質 問 ・疑 問 が 生 じた場 合に は 、 い つで も気 軽

に担 当 教官 まで 尋 ね に 来 て欲 しい。

慨■■ 口槻 ■圏 騙覇 贈闘■ 凹 漁 瀞 瓢■ 胴櫓 繍■ 口鵬 噛 鰹辮臓 ■ 臓 繍 職顯 圏

科 目 名:社 会医学 基礎W(医 学科第2学 年後期 ・必修)

履修者数:98配 布数:97

*評 価結果(・ ド均)
一一一一一一一一

問1

一一一一1

問21問3 問4問5

:3.62.913.52.7 4.2 1

問14

3.1

一一一

問15問16
「

問17 問181
1

回 叫又数:89回 月又率:91,8%

目目6r1目70目80目9π 目10

:3.53.4:3。63./13曾4

ロロll「11目]12

3.432 劃

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

社 会 医学 基礎1vコ ー デ 梓 一・ター・ 松 岡 悦 子

社 会 医学 基礎Wは 、非 常 勤 の先 生 と社 会学 の 松 岡 とで 担 当 し、 医師 一患 者 関 係 や 患 者 の 権 利 な どを授 業 の

う一 マ に して い ます。 しか し、科 口名 が社 会 医 学 とな って い るた め に 、1年 生 の 社 会 医学 基礎Hに つ い て も

そ うで す が 、 哲学 や 生 命倫 理 とい う中 味 に違 和 感 を もた れ る こ とが 多い ようで す 。 しか も、 倫理 とい う個 人

のfllii値観 に か か わ る こ とに は踏 み こ まれた くな い と い う ヨ メン トか あ り ま した 。 つ まり、 授業 で倫 環 を扱 う

必 要 は な い の で は な い か とい う意 見で す 。 倫 理 を個 人や 個 別 の もの か ら、 よ り広 い 普 遍枡 を もつ もの へ と変

え て い か ね ば な らな い 社 会状 況 を考 え た時 に、 こ うい う学 生 か らの根 本的 な問 い か け に 答 え る に は、 短 い授

業時 間 だ け で は 不 卜分 だ と感 じます 。 本 当は 、 こ うい う学 牛 の ホ ン ネ を も とに 、 も っ とデ でスカ ッシ コンで

き る授 業 を や りた い と思 っ て い ます 。
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科 目 名:基 礎医学1(医 学科第2学 年後 期 必修)

履修 者数:98配 布数:98同 収数:91回 収率.92.9%

*評 価結 果('F均)
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一

問3 問4一 問5

4.:33.5

問14

4.1
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問1{〕 問11
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問12

4.5

問13
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*評 価に対するコメン ト

某 聯 学1コ ー デ 律 一 タ・一 高 井 章

● 担'【/教官 の 講 義 の 進 産)方に 関 す る設 問 で あ る問5一 問14に つ い て は 、1λ均 ポ イン ト4.02で 、昨 年(4.1)

とほ ぼ 同L水 準 に達 し、 全体 と1.て 、 本実 習 科 目が昨 イ「度 と同 様 、学 生 に か な り よ く評 価 され た もの と 考

え られ る。

● 問12「 科 目全 体の 内容 は 今後 の学 習意 欲 を増 す もの で した か 」 が 、 この 木科 〔ア ン ケー トの 中 で も最 高 で

あ る4.5と い う高 ポ イン トを 得 た こ とが 特 に うれ1.い 、,

● 問71各 履 修1題 に割'1/て られ た時 間 の バ ラ ン ス は適 切 でLた か」 が 、 咋 年 度 とIlllし二3.7711イ ンi・と問5

問14の 中 で 最 低 にな った 。 「自山記 載欄1に 階か れ た 意 見 に も 分野 ご との コ マ数 配 分 に 関 す る不 満 の 記

載が あ った,,来 年 度 の 本科 目の編 成上 の 参 考に した い。

● 「ri由 記 載欄1に は 他 に、 部 学 習 内容 の難 解 さ と分 量 の 多さ、 試験 の 難[、さに つ い ての 不 平 の 記 述 が め

だ ・・た、,いか に して 豊冨 な 内 容 を要領 よ く教 え る か、 とい う点 に な お 一一・層 の 丁 夫 が求 め られ て い る 上 うで

あ る。

闘 蝋 、 澱凹 繊
℃盤 ■ 騒

謹凹 撚 膿 ■ 繊 ・'
'顯 臓

科 目 名:基 礎医学H(医 学 科第2学 年後期/必 修)

履修 者数;98配 布数:79回 収数:60同 収率.75。9%

*訓 五flll係占果(平 均)

問1-一一 一
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問2-一一一
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*評 価 に対 するコメン ト

墓 礎 医学liコ ー デ 梓 一・タ・一 若 宮 伸 隆

過 去3年 間 の 本 講 義 に 対 す る評 価 点 数 の 推 移 を 見て み る と、 講義 内容 に関 す る項 目であ る間5一 問13の 平

均 点 数 は 、Hl6年 度=3.611、H17年 度=3。844、H18年 度 一3.866で あ り、総 合評lllii点数 で あ る問14の'1^均

点 数 は 、Hl6年 度=3.6、Hl7年 度=3。8、H18年 度 二4.0でLた 。 この デー タは 、学 生 諸 君の 本講 義 に 対 す

る好 感 度 が 年度 を追 う毎 に 高 くな っ て い る こ とを示 して お り、 次 年 度以 降 も、 この レベ ルの 向Lを 目指 した

い と思 い ま す,、

自由 記載 欄 には 、 基礎 医学llの 企 画 方 釘 を良 し とす る コ メン トが 複数 あ る一 方 で、 薬 理 学 、 微 牛 物 学 、 寄

生 虫学 の3領 域 のi期 末 試験 が ・挙 に 来るの は 重い 」 と して 、3領 域 の講 義 を並 列 展 開 で は な く、 直 列 に繋

い で 「試験 を 分散 し て欲 しい 」との コ メン1一も 見 られ ま した が 、恐 ら く、 試 験 を分 散 した ら した で 、 や は り

別 の 重圧 感 が生 まれ る もの と思 わ れ ます の て 、 規 期 間 に 実 施 され る 国家 試 験 に備 え る意 味 合 い も含 め て 、 現

在 の 並 列展 開 を継 続1た い と 考え て い ます 。
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科 目 名:基 礎医学特論(医 学科第2学 年後期/必 修)

履修者 数:98配 布数:47回 収数:43回 収率:91.5%

*評 価結果 いド均)

問1

2.3 剰
問3

3.6

一

問4「 問5

・。6璽 ・.・

問6
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問7問8 問9 問10

3.4

問11

3.7

問12 問13

4,ol4.2 3.4 3.9 4.o

陛t問1「岡 型
*評 価 に対す るコメン ト

芯 礎 医学 特論 コ ・一デ でネー クー 柏 柳 誠

総 合評 価 が 、 平 成16年 度3.4、'1ん 成17年 度3.5、 平成18年 度3.7と わず かで は あ るが ト昇す る傾 向 が

見 られて い る。 今年 の 個 別 意、見を 集約 す る と、 興 味 深 い(7件)、 難 解(4件)、 特 論 の 時 間 を 一搬 的 な講 義

に 変 史(4件)と な った。 昨年 、 ・咋 年 と興 味 深 い と難 解 とい う評 価 が拮 抗 して い た が 、 今 年 は 興味 深 い と

い う意 見が 多い傾 向 が み られ た。 難 易度 に関 す る問9の 評 価 は 平 成16年 度3.3、'1え 成17年 度3.2、 平成18

年 度3.4と あ ま り変 わ らな か'・た。 一方、 基 礎 医 学 特 論 の 目標 で あ る学 生 の 科 学 的 興 味 を喚 起 す る こ とを

評価 す る 問12の 値 は 、'F成16{「 度3.5、 平 成17年 度3.6、1λ 成18{i'度:1.9と 徐 々にL昇 して い る。 こ れ

は 、最 先 端 の 話 題 を提 供 す るた め に ど う して も難 解 な 点 は あ るが 、 そ れ を補 う魅 力的 な 講 義 を講 師 の 諸 先牛

が展 開 して い る こ と を示 唆 す る もの と思 わ れ る。

　

・瓢 ■ 膿 臓 ■ 勝b' 闘 凹 ■ 即 凡蘭 ■

科[名:臨 床医学概論 皿(医 学 科第3学 年後期、必修)

履修 者数:96配 布数:96回 収数:93同 収率:96.9%

*評 価結 果(平 均)

問1

2.9

酌
噺
問15

問3 問4 問5

3.6 :3。1 4.0

問16 問17 問18
--

i

問6 問7 問8問9

4・214・2
一生些

問10

4.1

問11

4.1

問12 問13

3.8
1-一

4.2

*評 価 に対 するコメ ン ト

臨 床医 学 概 論ilコ ー デ 梓 ・汐 ・一 藤 尾 均

医学 科3年 生 を 対 象 とす る15コ マ1単 位 の 必 修 科 目で あ る。 健 康 科 学 講 座 ス タ・ゾ ノが6コ マ 、法 医 学 講 座

ス タヅフ(塩 野 副 学 長 を 含む)が4コ マ を担 当 し、 残 り5ヨ マ を笠 者 が 担'1牡.た 。 例年 と同 じ く授 業 内 容 の

多 くが 「社 会医 学i系 で あ り、「臨 床 医 学 」 云 々 とい う科 〕名 とそ ぐわ な い。 現 行 カ リキ ュラ ム の 矛盾 を集

約Lた よ うな 科Llで あ り、 い つ も学 生 に は 中 し訳 な い と思 って い る、,にもか かわ らず 評価 点 が高 いの は 、 ひ

とえ に 、CBTや 国 家 試験 に 役 、フ:つは ず の 無 岬 ・無 駄 ・斑(む ら)の な い択 一 形 式 の 期 末 試験(50問60分)の

賜物 で あ ろ う。 自 由記 載 欄 に お け る学 生 の批 判 的 意 見と して は 、i公 衆 衛 生 と法 医 を同 一 科 目で や るに は 頭

の切 り替 え が 行 い に くい劃 環境 分野 が 難Lい1「 創意 工 夫 の な い講 義 が あ る 」な とが 目に 付 い た。 利 目内容

が 今 後 の学 習 意 欲 を増 す もの て あ った か 否か を尋 ね た 問12の 評 価 が 他の 問 に比 べ て若 卜低 い の も気 に な る。

改 善Lて い きた い。
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4

科 目 名:臓 器 別 ・系別講義 π(医 学科第3学 年後期 必修)

履 修 者数:96配 布数:95回 収数:72回 収 率:75.8%

*評 価結果(・r均)
一一

川1

:3.2

問2--

4.1

問3

3.9

問4

:3.3

問5

3.9

問15 問16問14-一一一
問17 問18i

-一3.7

問6

:3.9

1問7問8
1問9

k

問10 問ll 問12

3.7

問13

3.33・73・9[3・6 :3.6 3.7

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臓 器 別'系 別講 義Hコ ー デ でネ・一ダ・一 羽 田 勝 計

臓 器 別 ・系 別講 義llは 、 内 分泌 、栄 養、 代 謝 、 腎 泌 尿 器 系疾 患 に関 連 し、 四 つの 講 座 に よ り担 当 され て い

るが 、 これ らの 移岐 に わ た る疾 患 の 内 容 を60コ マ の 講 義時 間1勺で 習 得 す る こ とは 非 常 に困 難 か1想 され 、 メ

ッセ ー ジに も記 載 した よ うに 、積 極 的 な 自学 自習 の熊 度 が 期 待 され る とこ ろ であ った 。 各項 目抑 当 教 官 は 、

で きる だけ オー バー ラ リプ を 少 な く し、効 率 よ く理 解 ・習 得 て きる よ う1.左 を 行 った と 自 負 して い た が 、 実

際 の ア ンケー トの 結 果で は 、 」㌦習 お よび 復 習 が イ・十 分 に 留 ま り、試 験 の ボ リュー ム が 相 対的 に 大 きい と感 じ

られ た こ と と思 われ る。 今 後 は 、積 極 的 に、 効 率 的 な 授 業内容 の 習 得 に 貞献 で きる よ うなL夫 を し.つつ 展 開

して い きた い と考 えて い る、,

撒 口灘 羅■ 獺 蹴■糠 翻 ■灘 灘 ■繊

噌

科 目 名:臓 器別 ・系 別講義 川(医 学科第3学 年後期/必 修)

履修 者数:96配 布数:83回 収数:62同 収 率:74.7%

*評 価結果 い1弓勾)

問1

3.3

問2

4.2

問3

4.0

問4

:3.5

問5

4.1

問

4

問14

4.O

問15 問16 問17 問18

4.2

問7

一

問8
1

問9 問10 問ll 問1

4.{:1.9 4.21 3.9 3.9 4』
一

問13

3.8

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臓 制r卜 系 別講 義mコ ー デ デネ・一処 高 後 裕

臓 器 別 ・系 別講 義 皿は 、 膠 原 病 、 感 染症 、[IIL液病 学 を 対 象 とした 講 競 で あ る。 学 生 の 総 合評 価 は4.0と ほ ぼ

満 足 し.ても らえた 上 うで あ る、,各科 で 重 襖 して い た 項 目を整 理 して お り、科 〕構 成 に関 して は 比較 的 高 く評

価 され て い る ように 思 わ れ る。 毎 年 、 学 生 の 自 由意 見に は 、授 業 内容 に 対 して時 間 数 が足 りな い との 意 見が

多い が 、講 義 の 時 間 が 多い か ら とい って 多 くの 知 識 が 得 られ る とい う わ け で は な い。 従来 型 の 一一方的 な 知 識

の押 しつけ で は な く、4学 年 で予 定 され て い るチ ュー1一リア ル や 、5学 年 以 降 の ク リニ カ ル クラー ケ シ ップ

を通Lて 、 知 識 の 下十 分 な点 や、 疑 問 点 を明 らか に し、 そ れ らを 自 ら積 極 的 に学 習 す る こ とで 解 決 す る とい

う態 度 ・習 慣 を身 に つ け て も らい た い。

2:3



問1

3.0

問14

問2

4.0

問15

4.0

科 目 名:臓 器 別 ・

履 修 者 数:96

*評 価 結 果(1λ 均)

問3

3.9

系別講義V(医 学科第3学 年後期'必 修)

配布 数:95回 収数:50回 収率152.6%

問4 問5 i問6 問7 聞8 問9 問10 問11 問12

13.2 4.1 4.O 3.8 4.1 3.9 3.9 4.0 4.1

問16問17問18

」

[13

40

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臓 器 別 ・系 別講 義vコ ・一デ 律 ・一ダー一 千 葉 茂

本講 は 、 脳 、 脊髄 、 お よ び 末梢 神経 系 の 解 剖 と機能 を念 頭 に置 きなが ら、 精 神 神経 学 に か か わ る広 範 な 医

学 ・医 療 を学 ぶ こ とをH的 とす る。 講 蕊 は 、 内 科 、 小 児科 、脳 神 経 外 科 、 放 射線 医学 、精 神医 学 の 教 員で 行

わ れた 。 学 生 の 総 合的 評 価 は4.0で あ り、一 応 の 良 い評 価 を 得 た と 考え て い る。 昨{「、学 生 か ら1講 義 の 統

一性 に 欠 け る1と の指 摘 が あ っ たが
、 そ の 点 が 改 善 され た こ と も関 係 して い る と思 わ れ る。 脳 神経 分 野 は 難

解 で あ り、講 義 の コマ 数 を増 や して 欲 し い との 希 里 が あ 一)た。 確 か にそ の と お りで あ る が 、教 授 ノ∫法 も さ ら

に ⊥ 夫す べ きで あ ろ う。学 生 の 希里 で 目 、アつ の は 、講 義 の 内 容 をプ リン トで 残 してほ しい とい う もの で あ る。

パ ワ… ポ でン ト`1・音 声 だけ の 講 義 は 、 進 行が 速 す ざて ノー トを取 る こ とが 出 来ず 、 しか も記 憶 の 彼 方 に 消 え

て い く とい うわけ であ る。 担 当教 員 には 、 プ リ ン トを 残 す よう に お願 いLた い。

(

科 目 名:臓 器別 ・系別講義～T(医 学科 第3学t年 後 期/必 修)

履修 者数:96配 布数:95回 収数:741ul収 率:77.9%

*評 価結 果(平 均)

鳴

[
問1-一一

3。9

問2

4.1

ト

問3

3。8

問16

問4

3.3

問17

問5

4.1

問6

4.0

1問71問8 問9 問10

一

問11 問12 1菖

14.・t・4
3.9 生0 4.O

i
4.o 3

問18

問13

3.7

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臓 器 別 ・系 別講 義 、1ヨー デ でネー7一 吉 田 晃 敏

この 臓 器 別 ・系 別講 義 、Tは、 皮 膚 科 、 眼 科 、 耳 鼻ll閃喉 科 、 歯科 日腔 外科 の1科 で 「∫う105:1マ の講 義 で あ

り、 統 ・性 に 乏 し く、 しか も膨 人な旦 の 知識 が 要求 され る講 義 コ・一一スで もあ る。 学 生 に とっ ては 昨 イ1同様 関

連 性 の な い分 野 の 講義 を大 量 に受 け 、 しか も試 験 を60分 間 で 一度 に や る事 に 対[て の 不満 が あ った。 こ の指

摘 は2年 間 連 続 し一た もの で あ り、改 善の 必 要 があ る と思 う。

そ れ ぞ れ の 科 の 講義 に は 興味 を持 って憤 い た様 で、 この 点 は 有 難 く、 各講 座 の 教 員 に感 謝Lた い。

」
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科 目 名:選 択 必 修 コ ー スIW「 臨 床 薬 理 学 コ ー ス1(医 学 科 第3・1学 年 後 期

履 修 名 敬:12配 布 数:i2同 収 数:12同 収 率:1{〕0.{〕o・

選択必修)

*訓'価 結 果 いlz均)

問1

2.8

問11

3.9

囎埋:「 囎!1押 闇ll
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選択必修コー 刻 ・wr臨1櫟 理学コースー1コーう旨 社 ・クー 牛 首 文 隆

臨 床 薬 理 学 ヨ ー 髄へで は 、 基 礎 薬 理 学 で 学 入 だ 薬 物 が 、 実 際 の 臨 床 の 場 で と の4こ う に 用 い ら れ る か を 学 ふ 、'

と を 目的 とLて い る。 こ の た め 、 臨 床 ・基 礎 各 利 の 先4.方 に 御 自身 の 専 門 分 野 の 薬 物 を 中 心 と し た 講 義 をl」

,⊂ 順 い 瓶,講 義 内 容 は 、 薬 物 の 処 万、 様 々 な 疾 嵐 の 薬 物 療 法 と そ の 問 題 点 、 法 医 学 に お け る 薬 物 、 医 療 経

r∫午緊な多 采多一ぐ`レ)ノ:)。 一ノ∫、 本:ユ ー一ス6よ:;,1年 ノ1.r㌃101」`ノ)講義'C`葛;)、 ∫きでノ)■カ1〕ニセユ ラ ノ、ラ建f」『「1芝び)」皇L、カ、し.,、、1雪

初 ぱ 学 で1間 て 謳レ茂 理 解 度 に 差 が て る 危 惧 を 抱 い た 。LかL、 高 度 な 問 題 群 か ら な る 試 験(/)糸'課 は 、 両 学 年 と

もほ ほ 同[高 い 【1答 率 で あ り 、 学/1諸 君 の 努 ノ」と講 義 の 質 の 高 さ が 窺 わ れ た 、,木 コ ・一ス で は 、 今 後 も 各 科`わ

先 牛 ノノに 御 協 力填 き 、 臨 床 の 場 で 即 戦 力 と な る よ う な 知1識 の 学 牛 諸 君 へ の 提 供 を 目指 〔 た い 。

辮 獲 撒 繊 も

科 日 名:選 択 必 修 丁1一 ス1・1、 「生 熊 構 造 機 能 蛋 自 ・病 熊 解 析 コ ー ス 」

q矢 学 科 第3・1'γ:年 後 期 選 択 必 修}

履 修 者数:15配 布 数:27回 収 数:19回 収 率:70.1%

*,,・Ffrlh糸 、㌧果('1ん 」ビゾ)

7

ワ

】

8

[
月

ー

口

し
p

■馴}轄 讐 疏lll贈1
8囎 囎

問'5:問16潭71問18

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

脚 泌 修 コご 入レ 旧 生熊 鵬造 機能蛋 白 ・柳 巨榊 ロ ー刻 ・ト デ でr-・ 処 伊 藤 喜 久

今年 度 も、昨 でr同様 応 分 の 評 価 を頂 き 雲 した、 多 くの 講 演 者 にkり 、 基礎 か ら臨 床 応 用 まで1隔広 く、 多 く

の 膚 門 領域 に渡 る 内容 でLた が 、 比 較 的 バ ラ ン ス上(一 定 の 質 を保 って 、講 義 を 行 う こ とか て き、 うれLく

思 一,てい 虫 す。 本溝 義 び)日的 は 、 遺 伝 丁 、7ン パ ケ質 科学 の 切 りiIか ら新 しい視 点 か ら迭 学 、 医療 を し芭一)め

な お[て い た だ くこ とに}'眼 が あ り、 新Lい 発 見や知 識 の 整 理 に 少Lで も資 す る こ とが 出米 れ は 車 い て す。

従 って、 レポー トは 講 義 に臨 み 子 こか ら傷 た 、 も一■二もコ アー とそ 才レξれ が 考え る もの を報 告1て い た だ ・く

こ とにLて い ま ずU

講 義 資料 の 提 供 に つ い ては 、 各講 義担 当 者 の 判 断 に 仰 い で い 圭す か、 出 来 る限 り提 供[て い ただ け る 上 う

引 ぎ続 国努 め て み 玄す。

一一一2{1一



一

1

科 目 名:選 択必修 コー ス皿 ・Vl臨 床腫瘍学 コー ス」(医 学 科第3・4学 年後期 必修)

履修 者数:66配 布数:66回 収数:62回 収率:93.9%

*評 価結 果(平 均)

問1 問2 問3 問4
」

一 一 一 一 一一

4.3

問7 問8問9 問10 問11 問12 聞13

3.3 4.5 3.8 3.4 糊 問6 4.2
幽

4・3i4・1 4」 4.1 4.2 4.4

01」14π1」15B胃16π1]17R目18

4.3

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 コー ス π ・、■ 臨床 腫 瘍 学 ご1一ス 」=1一 デ ィネー クー 高 後 裕

臨 床 腫 瘍 学 ユ ースは、 癌 に関 す る基 礎 的 ・臨 床的 話題 か ら臨 床 試 験 、 緩 和 医療 に 至 る まて 幅 広 い 領域 を 診

療 科 の 枠 を超 え て学 習す る コー スで あ る。 昨年 同様70名 近 くの 学 生 が 選 択 した が 、 出 席 に 関 す る 臼己 評価 が

4.5と 人変高 く、 総 合評 価 も4.3と 人変 良 い 評価 で あ っ た。 そ れ ぞ れ の 専 門 家 に よる 得 意 分 野 の講 義 で、 学4.

も興味 深 く出席1、 その 内 容 に も満 足[て も らえ た もの と考 え られ る。 本 コー スで は 、講 義 の 内容 が広 汎 に

わた る こ とか ら講 義 を担 当い た だ い た 先生 に数 問 の 問 題 とそ の 解 答 ・解 説 の 作 成 を お願 い し、 あ らか じめ学

生 に公 開L、 そ の中 か ら試験 す る とい う方 法 を採 っ て い る。 学 生 の 試験 に 関 す る評 価 が 高 く好 評 だ った 。 癌

治僚 に 関 す る専 門医 制 度 が 整 備 され つ つ あ り、 今後 益 々内 容 が 充 実 され て い く もの と期 待 して い る。

欄■騰 轍■ 鵬 瓢■ 犠 搬 臓鱒

　

科 日 名:選 択 必 修 コ ー スII・vr〃ll齢 と適 応 の 医 学 コ ー ス1(医 学 科 第3・4学 年 後 期.必 修)

履修者数:89配 布数:50同 収数:20

*評 価結 果(平 均)

「讐

1「:墨⊥ 菖… 町 口脇

回 叫又率:40.0%

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選択必修コー・ス1・vr加 齢 」・適応の医学コ・一刈 ユ デ ィネー ダー 松 野 丈 夫

人間 が 生 きて い くに あ た っ て、 誰 一一人避 け て は通 れ な い 「加齢 」 をテ ー マ に据 爵た コー スで あ り、 第1病

理 、第1内 科 、 精 神科 、泌 尿 器 科 、 眼 科 、 耳 鼻咽 喉 科 、 産 婦 人科 、 薬 剤 部 に 講 義 を依 頼 させ て 頂 き、 ご協 力

」貝 き ま した 。

3イr生 と ・1{r生に 対 ずる 合同 講 義 で あ り、 殆 ど全 く臨 床 知 識 の な い3年 生 と、 既 に 臓器 別 ・系 別講 義 を履

修 し終 わ りて い る1年 生 との レベ ルの 差 が あ り、各講 師 の先 生達 もそ の点 で ご 苦労 され た と聞 い てお ります 、

そ の た め か 、 一部 の3年 生 の 学 生 か らは 「講 義 内容 に つ い て 行 け な い 点 が あ る」、 あ るい は4年 生 の 学 生 か

らは1系 別 講義 の 復 習の よ うで あ る1等 の指 摘 も受 け て お ります が 、 そ れ で も評 価 と して は 何 とか 合格 点 に

達[て い るの で は な い か、 と受 け 止 め て お りま 一む,ま た、 基礎 知 識 の 差 か あ る グ ルー プ に 対 じ(、 この コー

スの 評 価 を行 才)なけ れば な らな い 難Lさ もあ りまLた 。
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科 目 名:選 択 必 修 コ ー ス"・Vlメ ン ク ルヘ ル ス コ ー ス1(医 学 科 第3・1学 年 後 期 選 択 必 修)

履 修 者数:19配 布 数:19回 収 数:19同 収 率:100.0%

*評f曲 糸占果(・1え均)

圏 醗1

響 聖ヨ問16

　
聞41問5問6

3.43.93.5

問17 問18

問7 問「 而可 澗
11

4・14・014

CU

【り
3.8

問11「 問12-
4・1

_一 旦 ⊥3・8
響]

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 ユ 訊1卜 、1メ ン 勿 レへ ・以 コー ス1コ ー デ 梓 一 処 ・ 千 葉 茂

「21匪紀 は 脳 と心 の 世紀 」 とい わ れ て い る。 メン タルヘ ル ス コー スで は 、心 理 学 、 医学 、 医療 現 場 、 社 会

学 な どの さ ま ざ まな 観 点 か ら人 間の 精 神現 象 を 見っめ る コー スて あ る.学 際 的 で 多角 的 に 展 開 され る コー ス

で あ るた め 、 予 習 や 復 習 は 行 い に くい が 、講 投 内 容 は 大 変 興 味 あ る もの ば か り と思 一)てい る.と くに、 実 際

に医 療 の 第 一一線 に お られ る医 師 に担'1冷Lて い た だ く講 義 か 増 えた こ とは意 義 深 い と思 わ れ る。 講義 内容 は、

全体 とLて4.0と よ い評 仙 が 得 られ た。 た だ 、 内 容 の 弔複 す る部 分 かあ った との 指 摘 を受 け た。 この よ う な

指 摘 ろ寸 る こ とが で き るの は 、 講義 に 集 中Lて い る優 秀な 学 生 と思 わ れ る。 い ろ い ろ な学 問 分 野 か ら講 義 が

な され る場 台に は 避 け られ な い 点 で あ る が、 調整 も必 要で あ ろ う。 成績 評価 は 、 多肢 選 択 の 試 験 を実 施 した

が 、 教 えた 側 と して 満 足 の い くもの で あ っ た。

」

闘 獺 獺■ 灘 麟凹 灘 懲臓 醗 欄■継 麟 ■灘 灘凹 鎌 羅 騒

科 目 名:選 択 必 修=卜 一ス π ・V「EBM・CPCコ ー一ス」(医 学 科 第3・4学 年 後 期/選 択 必 修)

履 修 者 数:8配 布 数:8回 収 数:8回 収 率:100.0%

*評f曲 糸占果(平 均)

嘲匿懐
問4問5問6

4.14.64.6

問7

4.5

問8問9

4.74.6

問10 問11

/1.7 -14.6 閉1綱

ll∵圏 剛1】17問18

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修=1一 スH・vrEBM・GPGコ ー ス1=1一 デ でネー一タ・一 奥 村 利 勝

選択 必 修 コー一スrEBM・CPCヨ ー 髄ス」 は 昨 年 度 上 り開 講 した 。30ヨ マ の 中 で 前半16コ マ をEBMコ ー ス 、後 半

14コ マ をCPCコ ー スで 構 成L、 即 臨 床 実 習 ・研 修 で 役 、'!:つ牛 きた 知 識 ・疹え ノ∫を習 得 出来 る よ う心 がけ た。

選 択 客 は 、 昨 年 度 と 異な り、3年 生の 選 択 者は{}で 全 員1年 生 で あ っ た。 臨 床 医 学 の 講 義 が ほ ぼ終rす る4

年 生 の 最 後 の時 期 の 万が 、 この コー ス を.kり 深 く学 習 で き る こ とを 反映 して い るの か も知 れ な い。 選 択 者の

人数 が 少数 で は あ る が 、総 合評 価 は4.7で 昨 イ「の4.3か ら 史に1一昇Lた 。 今 後 の学 習 意 欲 を増 す か の項 目 も4。

7と 満 足 で き る もの で あ り内容 や 進 め 万は適 切 と判 断 して い る。 受 講1た 学 生 か らの コ メ ン1一も とて も勉 強

に な 一・た とす る もの の み でnegativeな もの は な く、 次 年 度 も「司様 な コ マ害ljりで コ ー ス を構 築 す る。
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科 目 名:選 択必修 コー ス皿 ・～1/救 急 ・プ ラ イマ リケア コー ス」

(医学科第3・4学 年後期 ∬選択必修)

履修者 数:12配 布数:11回 収数:11回 収 率:100.0%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 臨 問9 問10 問ll 問12
一

4.O 4.6 4.4 4.0 4.5 4.5 4.5 4.7 4.6 4.8 4.8 生7

問14問15問16問17問18

4.7

13

5

日p
μ

4

.

ー

*評 価 に対す るコメン ト

選 択 必 修 コ ー スlllMl救 急 ・プ ラ イマ リ ケ ア コ … ス 」 コ ー デ ィ ネ ー ダ… 郷 一 知

本 コー スは 、 少 人数 で 、で き るだ け プ ラ クテ ィカ ル な講 義 と、参 加 者 個 々が 自分 で 考 え る機 会 を 設定 す る

こ とを 目指 して 設定 した。

4》体 として4点 か ら5点 の 評flHlを頂 き、 参 加 した学 生 か らの コ メン トの 内 容 か ら も、概 ね[標 と した と こ

ろ は実 行 で きた か に思 わ れ る。 しか し、 他 の講 義 と重 複 す る 部分 も少 な くな く、 履 修 †題 に よ 一,ては実 習形

式 や 参 加 型 の講 義 が 困難 な もの もあ り、 参 加 人数 を限 らな くて は な らな い とい 制 約 もあ る の で 、 こ れ らは 今

後 の 課 題 で あ る と思 って い る.

医 学 は 生 もの と同 じて 、 目 々変 化Lて い くもの て あ り、 今 日の 常 識 が 明Hの 非 常 識 とな り うる。 身 体 と頭

呑昌常 に動 か し続 け る暖 師 の 育 成 に 少 しで も役 に 、レ1てれ ば 十}いで あ る。

闇 臨1' '鵬 ■ 繊 舶■ 圏 幣 ・繍 ■ 籔 ・、
'麗 闇

1

科]名:選 択必修 コー スIII・～1「臨床遺伝学 コー ス」(医 学科第3・4学 年後期/選 択必修)

履修者数:6配 布数:6回 収 数:6回 収率;IOO.O%

*評 価結 果(平 均)

問14 問15 問16 問17 問18

4.6

*評 価 に対 するコメン ト

一
問81問g 問10 問ll 問1一

4.6 生1 4.1 4.5 4.(⊥蟹

選 択 必 修 コ ー ス皿 ・、1「臨 床1宣伝 学 ユ ース」 コー デ でネー ター 藤 枝 憲 二

臨床 遺 伝 学 は 、疾 患 別 で 講厩 され る遺 伝 に か か わ る情報 の統 合講 義 を 目的 に設 、完されて い ま邑引,最 終 的 に

患 者 さん に伝 え る場 合の 問 題点 を理 解 して も ら うた め に遺 伝 カ ウ ンセ リ ン グの 「ロ・一ル ゾ レ イ」 を導 入 して

い ます。 少 人数 で の 開講 が続 い て お り、 受 講 後 の 学 生 評 価 で も1。5を 下 る こ との な い評fl肘iを得 て お り講 師陣

も授 業内 容 に 自信 を持 って い ます が 、 今年 は 、 看 板 で あ るrロ ー ル プ レ イ1の 実 施 最 低 ラ インで あ る6人 し

か 受講 牛 が いな か った の が 残念 で す。 「医学 部講 義 に は な いゼ ミづ 一 ル形 式 口 気 楽 に質 問 で きる雰 囲 気 」 と

の 評価 も得 てお ります 。 来 年度 は、 上 り 多 くの 受 講 生 を迎 え て 、 内 容 の ア ップデ ー トに追 わ れ る 人類遺 伝学

の 臨床 応 用 分野 の 進 歩 を レビ ゴ ーして い きた い と考 え て い ます、,
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科 日 名:選 択 必 修 コ ー一ス 皿 ・～T「感 覚 器 医 学 の 最 先 端 コ ー ス 」

(医 学 科 第3・4学 年 後 期 選 択 必 修)

履 修 者 数:60配 布 数:531111収 数:29回 収 率:54.7%

*評 価結 果(平 均)

問1

3.0

問2問3 問4 問5… 問

3,7134.1:3.2 2.9

問17

一一

問18問14 問15 問16

3.7
一

3.8

7

8

『
り

3

0

`
F

問8

4.0

81問9問IO 問ll 問12
「

0:3.813.8 3.7 3.6

13

0

問

4

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選択必修コ塾一ス㎜ ・v「 感覚器医学の最先端コー刈:・ 一デ 律 ・一ダー 吉 田 晃 敏

「感 覚 器医 学 の 最 先 端1に 関Lて 、11名 の講 師 が そ れ ぞ れ の 立場 か ら講 義 を され た。 学 生 達 も、 各担 当教

員が履 修il題 に沿 っ て授 裳 を行 って い た事 には 満 足 して い る(聞8)が 、 科 目全 体 の 内容 が 今後 の学 習意 欲

右陰増 す もの かに 関 して は 、3.6(問12)で あ り、 これ は 昨年 の4.4か ら明 らか に低 下 して お り、 必 ず し も授 業

の 真意 が伝 わ って は い な か 一,たよ うで あ る。 また 、系 別講 義 の く り返 しや 復 習 で あ る こ とを指 摘 す る意 見 も

あ り、/〉後 抜 木的 な 全体 の カ リキ コラ ムの 改 、IJを強 く望 む 意 見もあ った、,来年 度 は、 系 別講,筏との違 い を 明

らかに す る 上 う、 努 力Lた いり

■灘 騰口繍 灘凹 繍 獺■羅 蹴 口鰍 臨■ 醗 灘■ 膿

科 日 名:選 択 必 修 コ ー ス 皿 ・M「 糖 尿 病 ・内 分 泌Up-Dafeコ ー ス」

(医 学 科 第3・4学 年 後 期 〆選 択 必 修)

履 修 者数:ll5配 布 数:1031・1収 数:45回 収 率:43.7%

*評 価結果 いF均)

膿
問14

」o

問2

45 驚1
胆「 問16

問5

3.9

問171剴

問6問7

4039

7

9

1
問8
-一 一 一__L_

1

4.0

問9

3.7

問10
-

3.7

問10卿 問12

3.8 燗

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

選 択 必 修 コー スil卜M「 糖 尉}レ 内 分 泌 しpつateコ ー一ス」 ユ ーデ でネ ー ター 羽 田 勝 計

選 択 必 修 コー ス皿 ・～1「糖 尿病 ・内 分泌Up-1加eヨ ー ス1で は 、 内 分泌 学 の 基礎 的 事 項 の確 認 か らは じ ま

り、小 児内 分 泌 、 循環 器疾 患 、骨 代謝 異 常 、婦 人科 疾 患 に至 る まで の 幅 広 い 分野 に おけ る内 分 泌疾 患 に つ い

て の 有 機 的 理 解 を深 め る こ と と、糖 尿 病 お よび 糖 尿 病 合併 症 の 分 子 機構 に つ い て の洞 察 を深 め る こ とに.L眼

が お か れ て い る、,全体 的 に は 、 出席 率 は 良好 であ り、関 心 の 高 さ を小 す もの と 考え られ 、 ほ ぼ 満 足 で きる 内

容 で あ る との 評 価 で あ った が 、一 方 、講 義 内容 は 、 やや 難 易度 が 高 い と評価 され、 また 、 復 習 が ト分 で は な

か った 可能 性 もあ り、 内 容理 解 が 少 し不 卜分で あ っ たか も しれ な い 、、 今後 は 、 基礎 か ら臨 床 へ の 内 容的 つ な

が りを さ らに 重 視 した 構 成 を 考え た い。
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科 目 名:臨 床医学概論 」V(医 学科第4学 年後期 ・必修)

履修 者数:104配 布数:104回 収数:93回 収率:89.3%

*評 価結 果(平 均)

問1 問2-

4.5

問3

4.1

一一

問4

3.5

問5

4.0

問6

4.0

問7

4.1

問8

4.2

問9

4.2

問10

4.3

問11

4.1

問1

4.3.2

問14

4.1

問15 問16 問17 問18
-一一

問13

41

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臨床医学概論 配コーデ 梓 一クー 郷 一 知

授業評価はほぼ4点 台で、優れた授業 とは百いがたい。系統的講義や学習からもれてしまう部分をカバー

することを目指 し、医療の基本である緊急を要する病態への早急な対処のしかたや死を境にして生ずる移植

医療の概念 と実態を、杜会的側面 と臨床的側面から考えることを〕指して開講 したが、系別講義 と重複して

しまう部分がどうしても出てきてし衷うため、本概論の独自性が出しにくか'一・たのではないかと考えている。

系別講義や系統的学習ては不足する、医学 ・医療の社会的側両への配慮や、情報を某盤にした個 々の医師

(学生)の 問題意識を、提起するような概論の組み立てを考えていきたい。

縢鵬 沖 漏 翻 ■ 瓢 ・、 .麗 ■ ■ ■ ■ ■f
'■ 口 ■w 臨圏 ■ ■ 凧 鼻艦 ■

科 口 名:加 齢 ・老 化 と 高 齢 者の 医 学(医 学 科 第4学 年 後 瑚,必 修)

履 修 者 数:104酉 己看∫数:1041]叫 又数:851u叫 又率:81.7%

*評 価 結 果(平 均)

闘
問14

3.9

讐 計「望纏
問15

問6

4.1

問7

4.0

問8

4.1

問9

4。0

問10

4.0

問11

4。0

問12

3.9

問13

:1.7

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

加齢 ・老化 と高 齢 者 の 医学 コー デ ィネー ター 奥 村 利 勝

「加 齢 ・老 化 と高 齢 者の 医 学1は 昨 年 度 新 規 に開 講 し 本年 が2年 目に あ た る。 昨 年 の 総 合評f面4.0に 対 し

て 本イ1は3.9で あ り概 ね 満 足 出来 る範 囲 と 考え た。 問14の 総 合評 価 の 評 価 別 人数 を 見る と、 昨 イ1度よ り5段

階 の3で あ る 普通 と評 価 した 学 生 の 割 合が 増 加Lて いた こ とが0.1ポ イン トダウ ンの 要 因 で、 今後 、ヒり魅 力

的 な 科 目に改 変 す る必 要性 が あ る。 筆 記 試 験 での 正 答 平 均 率 は 昨 年 以 トに高 く、 当該 学 生 の 充 分な 復 習 に 敬

意 を表 す る。 学 生 か らの コ メン トで は試 験 問 題 数 が 多い との ヨ メン トも散 見 され たが 、大%数 の 学 生 は 試験

時 間 の3分 の2以 内 に答 案 を作 成Lて い た こ とか ら実 質 的 な 問題 は な い と 考え る、、
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科 目 名:症 候 別 ・課題別講義(医 学科 第4学 年後期 必修)

履修 者数:106配 布数:106同 収数:70回 収率:66.0%

*評f面 糸占果 いF鐸」)

匿

「
問M

3.9

問2問3

4.24.0

問4 問5 問6

3.6

1

問7

3.7

問8

3.9

問gl問10
1

問11 問12

4.03.5 4.0 :3.9:4.o 3.9

型竺 問1「岡

鯛

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

症候別 ・課題別講義コ・一デ でネー ター 笹 嶋 唯 博

症候診断学は、占くから多くの教科書が上梓されているように口常診断では極めて重要な領域である。そ

こで今回の講義は様 々な症候を学際的、網羅的に編成された企画で、これほど集中的かつ専門的に講義を受

けられる機会はないてあろう。症候によっては診断が多岐におよぶもの、診断の優先順位が特定されるもの、

あるいは重症度の高い疾患で治療が優先される項目もある。症候診断では、裾野が広いことから多くの講師

により編成される必要があ り、編成は容易ではない。また、人部分の講師は症候学に関する講義 ノー トは持

らあわせていないのて、このために特別に準備されたものと思われる。講義内容の部分的な重複は避けられ

ず、学生からの指摘があ・・た点であるが、その調整は今後の課題である。

(

1鶯 ■糠 ・鞭 ■

科 日 名:臨 床検査学(医 学科 第4学 年後期/必 修)

履修 者数:104配 布数:104回 収数 二78

*評 価結 果(平 均)

問1

3。3

問4

38

亨霊 習 蒲

1聖 問16問17問181

問6

4.2

回 叫又率;75.0%

6[問7
↑問8
問9

24.0 生2 3.9
一

問10

3.6

11

8

問

3

11
-

8

問12

一

問13

3.8 3.7

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臨 床 検 査学 コ・デ 律 一 ター 伊 藤 喜 久

科H構 成 、科 目内 容 、 総 合評 価 の'F均 が3.8と 応 分 の 評1曲をい た だ いた 。 臨 床 検 査 は きわ め て幅 広 い領 域

を カ バー して お り、 ポ イン トを か な り絞 りこ んで 講 義 項Uを 組 み こん で い る。 理 解 しや す か った か 、]的 が

達 成 され た か 、 今後 の学 習 意 欲 を増 す もの だ った かの 評 価 項 日に つ い て は 、 出 来 る限 り諸 君が 興 味 、 意 欲 を

持 って 受 講 して も らえ る よ う引 き続 ぎ改 善 に 努め た い。 積 極 的 に授 業 時 間 中、 授 業 後 に質 問 な ど を して 、 わ

か りに くさ、 疑 問 点 な どを 解決 して も らえ れば 幸いで あ る。 担 当 の 先 生 に1=り 講 義 に対 す る考 え 方、 進 め方

な ど ス ク イルは 当然 異 な る。 この 中 で 、単 に知 識 を詰 め 込 む の で は な く、 もの の 疹え方 を学 び取 っ て欲1一い 。

極 め て 限 られ た 鴫 問 で あ る が 、講 義 を 基礎 に5、6年 牛で の 実 習 を 通 じて 、 広 く臨 床検 査の 意 義 、 血 白 さ を

1分 理 解 い た だ け るは ず で あ る。

司
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科 目 名:臨 床薬剤 ・薬理 ・治療学(医 学科第4学 年後期/必 修)

履修 者数:104配 布数:104回 収数:88回 収率:84.6%

*評 価結 果('F均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8

4.3

問9

4.2

問10

4.2

問ll

4.2

問12 問13

3.3 4.3 4.O 3.4 4.1 4.2 4.2 4.2 4.4

匝匹 叫轡劉
*評 価 に対 するコメン ト

臨床薬剤 ・薬理 ・治療学 コーデ 梓 一 クー 松 原 和 夫

臨床 薬剤 ・薬 理 ・治 療学 は 、 開講 して2イf日 を迎 えた 。 本科]は 、 モ デ ル コ ア カ リキ ュ ラム に沿 った 新 し

い 医 師 国家 試 験 の 出 題 範 囲 に 対 して 、薬 理 学 分野 で 旧 来 の カ リキ ュラ ム で 不足 して いた 部分 を補 う内 容 とす

る こ とを 日的 と して ス ター トした。 昨 年 も学 生 か ら良 好 な 評価 を受 け た が 、本 年 度 も ほぼ 良い 評 価 を受 け た

と考 え る。 昨 年 と本年 の授 業 内 容の 変 更 点 は 、漢 方 医 学 の 授 業 を倍 の4コ マ と した こ とで あ る。 この 点 は 、

多 くの学 生 か ら好 評 を得 た。 また 、学 牛 か らCHTの 前 の 講 義 として も役 に 立 ・・た とい う意 見が あ っ た こ とは 、

4年 後 期 に この よ うな 授業 を 開講 す る意 義 が 理 解 され た もの と思 わ れ る。 今後 も、 よ り良 き授 業 とな る 上 う

に 史に検 討 して い きた い。

圏闇 黙 榊口 蘭口 囎 騰■■ 駄 鞭 綴門 凹 ■ 鋤 辮凹 ■■ 熱 鋼■ ■■ ㈱ 灘■門 ■ 伽 鰯■臓

科 日 名:人 間科学11(看 護学科 第1学 年 ・編 入学 第3学 年 後期/必 修)

履修者数=70配 布数:55回 収数:55回 収率:100.0%

*評 価結 果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6

3.7

一

問7

3.6

問8

3.7

問9

4.0

問10

4.02.1 3.9 3.6 2.6 3.4 !
問11

3.7

問12

3.6

問13

3.7

問14問15問16問17問18

3.6

*評 価 に対す るコメン ト

人間 科学llコ ー デ ィネー クー 藤 尾 均

看護 学 科1イ 「生 と編 入学3年 生 に 般 教 養 の 環 とLて 通 年 開講 して い る、3単 位45コ マ の 必 修 科 目で あ

る。医 療 ・看護 の 諸問 題 を、哲学 ・倫理 学 ・歴 史学 ・社 会学 ・文 化 人類 学 的 観点 か ら幅広 く取 り扱 って い る、、
ノ〉年度 は コー デ でネー ター に よ る オ11エ ンテ ・一シ 」ン2コ マ の 後

、学 長 ・病 院 長 が 新 入生 の モ ・ヂベ ー一シ ョン

を 高 め る講 義 を 各1コ マ 、 社 会学 と歴 史 ・哲 学 の 専 任 教 員 が 各17コ マ、 哲 学 ・倫 理 学 の 非 常 勤 講 師 が7コ マ

を担 当 した。 評 価 の 数値 は 残 念 な が ら例年 よ りや や 低 め で あ った 。 批 判 的 な意 見 と して 、1レ ポ ー トの 課題

が 今後 の 意 欲 を増 す もの で な か った1「 授 業 中 に指 名 し て強 制 的 に発 言 させ る の は気 に 入 らな い」 「年 間 を通

して 同 じよ うな 内 容 をや っ て い た」 「先生 に よ っ て講 義 内容 が 選 択 科 口 と重 複 して い た」 「も っ とシ ラバ スに

沿 って 行 うへ きだ1「 全 体 を通Lて 何 を 目的 とし て い る の か 分 か りに くか った 」 な ど が 目に 付 い た。 こ れ ら

の意 見に 対 して は 、 教 員側 か ら反 論 や 弁 解 を した い 点 もあ る が 、敢 え て 、書1かな い こ とにす る。 批判 を厳 粛 に

受 け止 め て次 年 度 以 降 の評 価 ア ップ に つな げ た い 。
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國■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■騨一■一顧一 ・…一

科 目 名:公 衆衛生論(看 護学 科第1学 年 ・編 入学第3学 年後期 必修)

履修 者数:70配 布数:70回 収 数:69回 収率:98.6%

*評 価結果 い1ん均)

鵬 劃騰 腰II鰍1上 駆、
4

1

1目

3

臼 問15 問16 問17問18

間8

3.511

問91問IO
I

3.13.OI

問lll

3.1

問12

3.1
1

問13

3.3

*評 価に対す るコメン ト

公衆衛生論:1一 デ 梓 一 クー 望 月 吉 勝

この 科]で 扱 う範 囲 は 、 国家 試 験 で い えば 、 石 穫 師 で の 公 衆 衛 生学 、保 健 師 で の 疫学 ・保 健 統 引 を 含ん で

1;り 、 習 得 しな け れ ば な ら加 ・内容 が 多岐 に渡 りますQそ れ で 、開 始時 に1公 衆衛 生1全 体 の 児取 り図 を説

明 して 、 今、 どの あ た りか を 自 ら確 かy)な が ら、 学 習 を進 め る よ うに話Lま したQ

死 亡率 の 推 移 な と を確 か め るた め に 、 『国民 衛 ノ1:の動 向」 とそ れ を要 約Lた カ ラ・一図 説 版 も教 科 書 と[て

川 いて い ま す。 カ ラー図 説 版 で特 徴 を つか ん で か ら、 史に 詳細 を 知 る ため で ず。 何 聞 もの 教科,1}や プ リン ト

を 並べ て授 業 して い たの で す か 、 それ が煩 雑 と感Lた 学 生 もい た 、Lうです 。 だが 、rl1門職 とな る勉 強 では 、

f"珊1も の 資 料 を 見上ヒベ な が ら学 習 を進 め る こ とは 通常 の こ とで す。

定 期 試験 に つ い て は 、基 イ珀勺な知 識 を確 認 す るた め の 問題 と、訓 算 演 習1.た こ と を確 認 す る ため の 問 題 を

出 題 よる こ と、 努 力すべ き 日標 を 冬休 み 前 に 小LまLた 。 と ころ が 、19名 もが 再試 とな り、 初 め ての こ とな

の で'1看惑Lよ した。

1次 を1轟ね て 来た1疫 学 ノー1■ な どの プ リン ト類 は 、 幸 い好 評 の ようで/.た 。

田 灘 燃凹 獺 灘■ 繍 騨■ 購 ㈱■ 騰 鱗圏灘 囎■ 蹴

科 目 名:形 態機能学(看 護学科第1学 年後期,必 修)

履 修 苦数;60配 布数;59回 収 数:58回 収率:98.3%

*評 価結果 い1∠均)

問1

2.9

41H口

4
●

3

問2

4.2

問15

問3問4問5

4.03.03.2

問16 悶17 問18

問6

3.6

7

り
0

目

⊃
)

口

`
～

問8:問9
し

3.33.3

問10 問11 問12 問13

3.2
-一

3.2 3.6 :3.6

*評 価 に対 するコメン ト

形熊 機能 学 ユ ーデ ィネ・一ター 岩 元 純

牛 理 学 とい うの は 、 医学 の 中心 的 な学 問 で 、 理 解 す る こ とに 努 力 を要 す る学 問 で あ る。Lか し、 理 解 す る

とそ の 面 白 さに 虜 に な っ て しま う学 問 で もあ る.以 前 は授 業 が終 わ る と2、3名 の 熱 心 な学 生 が 上 く質 問 に

きた もの だ った が 、 ここ数 年 来 、学 生 が 全 く質 問 を しな くな っ て きた、,去年 は ゼ ロだ った が、 今 年 もゼ ロだ

っ た。 授 業中 に 質 問 して も、熟 慮 して 答 えを 述 べ る学 牛 が い な くな ・・た 、 授 業中 に具 体 的 な要 塑 を述 べ る学

生 も皆 無 に な っ た。 板 書 に して も、 口頭 で 説 明 した もの を重 ね て,llいて 、 そ れ で も理 解 を 得 られた か と うか

が わ か らな い状 態 に な った 。 か な らず 黒 板 の 左 側 か ら右 側 へ者 くよ う に要 望 す る学 生 もい る。 わ か りや す い

とい う学 生 もいれ ば 、 わか りに くい とい う学 牛 もい る。 懇 切 」寧 で あ る とい う学 生 もい れ ば 不親 切 で あ る と

い う学 生 も い る。 同 じ授 業 に対 して 正 反 対 の コ メン1一を頂 戴す る よう にな って きた の も近 イ1の特 徴 で あ る。

さて 、 来年 度 は どの よ うな ご批 判 を い た だ くこ とに な るの や ら。
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科 目 名:疾 病論(看 護学科第2学 年通年/必 修)

履修 者数:60配 布数:60回 収 数:60

*評 価結 果 いド均)

回 収 率:100.0%

間1 問2 問3 問4 問5 問6

3.3

一一

問7

3.5

問8

3.8

問9

3.4

問10

3.4

問11 問1

2.4
一

4.1 4.0 2.9 3.5 3.6 4.〔

問13

3.5

問14問15問16問17問18

3.9

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

疾病論コーディネーター 岩 元 純

いつも同じような批判をいただいて恐縮しているが、適切な教科書がなかなか見つからない現状で、学生

諸君には迷惑をかけている。 しかし、個 々の担当の先生万の努力のおかげで充実した講義がなされているこ

とは、時 々月にするので安心 している。授業評価は微妙であるが、学生の成績を見る限り、かなり好成績を

とっているものの数が多く、全体 として理解されているような印象をうけた。無論、好成績の ・方で、あま

り芳しくない成績の もの もお り、これらの学生の学力向Eに むけてコーデ ィネーターとしては授業を担当さ

れる諸先生万にさらなる工夫をお願いしていく必要を痛感している。

■● 繍 黙 ■■臓 澱 灘■■ ■ 繊 灘■■ 口 描 謙 ■■■ 灘 糊● 凹● 灘 購臓 騒際 醗 嚇凹 闇

科 日 名:代 謝栄養学(看 護学科 第2学 年通年/必 修)

履修者数:60配 布数:60回 収数:60回 収率:100.0%

*評 価結 果(平 均)

問1

2.6

問14

3,6

問2

3.9

問15

側
問16問17問18

問4

3.0

問5

3.5

問6

3.1

一

問7

3.4

問8

13.5

問g-

3.6

問10 問ll 問12 問13

13.6 13.6
一

3.6 3.7
一

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

代謝栄養学コーデ 梓 一クー 木 村 昭 治

厳 しい評価結 果はほぽ前半の栄養学 に集中しており後半の生化学分野は好意的なコメントをもらってい

る。前者の領域には本学で専任教官がいないため外部の講師にお願いしてきたが今年度より新たな講師に変

更になった。講義内容には細か く立ち入れないのは当然であるがコアの部分ではシラバスの内容に沿ってや

っていただけるもの と認識していた。 しかしながらこちらの意図がよく伝わらず内容に偏 りがみられ後期の

内容と重複した部分が多かったようである。この点に不満が集中Lて いた。調整役として講師 とのコミュニ

ケーンヨン不足を深 く反省している。次年度ではこの点を改善するためまず講師の方におおまかな講義内容

を提出して頂きこちらの希望する履修内容 と刷 り合わせを行い双方の意図を確認の上講師依頼をした。次年

度授業開始前に再度確認し勉学L学 生の不利にな らぬよう徹底したい。次年度の改善を期待している。
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科 目 名:看 護研究[看 護統刮学」(看 護学科第3学 年通年 必修)

履 修 者数:69配 布数:66回 収数:62同 収率:93.9%

*評 価結果(平 均)

問1

2.4

41目

ウ

]

日

問2

4.3

呵

問3 問4 問5

3.5 3.2 3.4
一

一

問16 問17 問18

問9

2.6

問10

2.3

問11

2.6

問12

2.4 糊

*評 価 に対す るコメン ト

石護研究 「看護統訓学」コーデ でネー クー 望 月 吉 勝

この 利 目は 、 研 究 す る た めの 知 識 とスキ ル を学 び 、4年 生 で の卒 業 研 究 、 卒 業後 の勤 務 先 での 問 題 解 決 ・

ω1究に')な げ る こ とを意 図 して い ます。 その ため に 、 「研 究 の ゾ ロセ ス、特 に 質問 紙 を用 いた 調 査 研究 口 石

護 学 領 域 で の 研究 、特 に 質的 研 究 ロ パ ソ コ ンに よ る デー ク解 析 演 習 」 「卒 業 研 究 発表 会 へ の 参 加1と い う4

つの パ・一トか ら槽 成 して い ますり

学 会誌 掲 載 の 原 著論 文を手 本 と して、10コ マ ほ どのPowerPointプ レゼ ン、2貞 抄 録 、 研究 轟1画ll}をf/1成す

る課 題 で は 、 先 人の研 究 成 果 を使 わせ て4、ら って 、 研 寛 の疑 似 体験 を試 み ま した 。 ま た 、学 生 自 らが質 問 紙

調 査 票に 回 答 す る こ とで調 査 対 象 者の 体 験 を し、 そ の 後 そ れ らの デ ・・ダを用 いて 分 析1.、2貞 抄 録 形 式 の 短

い論 文 をi辞くこ とで調 査 す る側 の 体 験 も して き まLた 。 自由 記載 に は、 よ く分 か らな い や 、 卒 業研 究 が1く安

とい った こ とカ㍉llかれ て い まLた が 、研 究 の ゾ ロセ スに関 して 、 体験 的 に学 習Lて きた の で す。 守 備 範 囲 が

明 確 な 科 目 と比 へ る と、 努 力す る 方向や 到 達 点 が 分 か り難 い の で す が、 こ まで 学 習 して きた こ とを振 り返 っ

て も らい た い と思 い ます。

口繍 灘 凹繍 闘凹 翻 撚凹 澱 繍 ■緻

実習企画(ま たは演習企画)に 対する学生評価

あなた白身について

4ナざ習(演 習)言1・ir和i

実習(演 習)内 容

実習(演 習)環 境

総合評価

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問7

問8

問9

問10

問ll

問12

問13

問14

問15

問16

問17

問18

⑤ 強 くそ う思 う(非 常 に 良 い)

嬉)や や 思 う(良 い)

G)ど ち ら とも6え な い(普 通)

〔2〕あ ま りそ う思 わ な い(あ ま り良 くな い)

Φ 全 くそ う思 わな い(良 くな い)

事 前 に配 布 され た 資 料 を読 む な ど予 習 を しま した か 。

実 署(演 習)に 征 回 出 席 し ま した か。

実 習(』濱 習)に 積 極 的 か つ 真 面 目に 参加 しま した か 。

実 習(演 習)の 目的 は 履 修 要項 や ガ イダン スで 明 確 に 小 され ま した カ・。

実 習({寅 習)は お おむ ね ス ケ ジ ュー ル に沿 って 行 わ れ ま/.た か。

学 生 数 に対 して指 導 担 当 茜数 は適 切 で した か。

指 導 担 当者 は 適 切 な 指 導能 力を 備 え て い ま した か 。

」旨導 拉⊥当 者間 び)連』蒐は 適 しりで した か。

実 習(演 習)の 内 容 は 、関連 す る講 義 科 目の 内容 と対応 が とれ て い ま したか。

串 前 に配 布 され た 資 料 は 、 実 習(演 習)を 進 め るLで 役 、ン1ヒ)ました か。

実 習(横 習)に よ 一,て技 術 を1'分 に 習 得す る こ とが で きま した か。

実 習(演 習)内 容 の 難 易度 は適 切 でLた か。

課 された 提 出 物(レ ポ ー トな ど)の 量 や 内容 は 適 切で した か。

実 習(演 習)は 今後 の 学 習 へ の意 欲 を増 す 内 容 で した か 。

実 習(演 習)用 の 設 備 ・機 材 ・用 具 な ど は性 能 と量 の 面 で1'分 で した か。

安 全 に対 す る適 切 な 指 導 と配慮 が な され て い まし たか 。

学 生 の 人権 に 対 す る配 慮 が な され て い まLた か。

この 実 習(演 習)は 全 体 と して 満 足 で きる もの でL.た か 。
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科 目 名:生 命科学実 習 π(医 学科第1学 年後期 ・必修)

履 修者数:87配 布数:86回 収数:86回 収 率:IOO.0%

*評 価結果 いF均)

問1問2

一

問3 問41問5
1

問6問71 問8 問9一一

3.74.9 4.5 4.o「4.5
」

3・914・2 3.8 4.0

問14問15問16問17

3.63.83.93.7

問18

3.9

問10

4.1

問11

3.8

問12

3.9

問13

3。7

*評 価 に対す るコメン ト

生命科学実習liコ ーデ 梓 一クー 谷 本 光 穂

評 価 の 単純'F均 は 、一 昨 年 は3.88、 昨 年 度 は:3.98で あ り、 今年 は4.05と 徐 々に 改 善 され て い る よ うに 見え

る が、 どの 部 分 が改 善 された の か 、 あ ま り意 識 を して い な いの で 良 くわ か らな い。 と ころ で 、 自由 記載 欄 の

記 事か ら推 察 す る と、 自 分た ち の 得 た結 果 か ら どの よ う な結 論 が 導 け るの か 、 ま た 、 どの よ うな問 題 点 が潜

ん てい るの か 等 を ・人 ひ と り考 察 させ よ う とす る と非 常 に評 判 が 悪 い。 逆 に 、 レポ ー トの作 成 方法 と して、

各表 現 、 内 容 を こ と細 か く指 導 す る と、 い た っ て評 判 が 良 い よ うで あ る。 つ ま り 白分 で 考 え 、 ま とめ る とい

一,たこ とは 苦rの よ うで あ る
。 これ は もっ と もな こ とで、 高 校 まで は 、 白 ら実 験 を 行 い 、 レポ ー トに ま とめ

る とい った 作 業の 経 験 が ほ ぼ 皆 無 で あ る こ とに起 囚 してい る。 般 教 育の 実 習 の 指 導 の 難 し さは こ こに あ る。

せ 一,かく前 期の チ ゴ ートリア ルで 自学 自習の 習 慣 を身 に付 け る よ う訓 練 され て い るの であ る か ら、 更に そ れ

を生 か す よ うな指 導 方法 を 日指 し、学 生 ・人 ひ と りが 納 得 し感 動 す る よ うな実 験 内容 に改 善で きれ ば 良 い と

思 う。

幽 繊 帰 ■ ■ 購 、

科 目 名:生 命科学実習 皿(医 学科第1学 年後期/必 修)

履修者数:88配 布数:851・1収 数:85回 収率:100。0%

*評 価結 果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問51問6-

4.43.8

問7

3.8
1

問8

3.2

問9

3.9
】

問101問11

4.33.8

問12日

3.8:4.3

問16

4.1

3.9

一一一

:3.84.7

問14問15

3.54.1
-一 一

問17

1

問181i

4.0 3.911

幽

*評 価 に対する コメン ト

生命科学実習lnコ ーデ 梓 一 ター 高 橋 龍 尚

A組 とB組 で項 目ごとの評価が人きく違 う点に驚いています。この違いは,実 習企画に対する評仙 という

より4,,実 習に対する姿勢や努力そして得られた充実感など評価者白身の評価のようにも感 じられます。企

画 の 内 容 に イζ卜分 さを感 じた 人が い る一 方で 難 しす ぎ る と感 じた 人 もい る 上 うで す。 今後 の課 題 と して は,

これ らの ニ ー ズ に 対応 しな が ら個 人ご との レベ ル ア リプ ξ"少しで も促 せ る よ う工 夫 した い と思 い ます。
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科 目 名:生 命科学実 習N(医 学科第1学 年後期/必 修)

履 乖箋者数:90酉 己イlj数:89回 叫叉数:86回 恥4率:96.6%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7
1

問81問9 問10 問11 問12 問13

3.7 4.4 4.2 4.1 4.2 3.8 4.0 3.9「4.1
1[

4.0 3.9 3.8 3.7

問14 問15 問16 問17 問18

3.8 3.9 4.1 3.9
一 篁3

*評 価 に対 する コメン ト

牛命科学実齢 コーデ ィネークー 渡 部 」ー岡

糸11織標 本の スケ ッチ提 出課 題 を減 し～して ほ しい とい う学 牛 か らの 意 見を 考慮 して 、昨 年 か ら思 い 切っ て捉

出 課 題 を3分 の1に 減 ら し、 そ の 結 果、授 業評価 の 評 点 は4点 前 後 と安 定 した。 た だ、 捉 出課 題 量 を劇 的 に

減 ら した の に も関 わ らず 、 学 生 のf習 量 も提 出 レポ ー トの 質 も年 々低 トす る一 方 て、 今度 は 採 点 ・評価 す る

教1'1'の意 欲 が低 ドし て きた。そ こで 、発想 を転 換 して 来年 度 か らは評 価 方 法 を 一新 す る こ とを計 画 して い る。

具体的 に は 、 毎回 の レポ ー ト提 出 を原 則的 に廃ILし 、代 わ りに毎IIIIの実 習 の 冒頭 に 予習 の 程 度 を評Illllする た

め の プ レラ ス トな 行 う。 この プ レう ス トの 点 数 と実 習後 の ス ラ イ ドう ス トの 点 数 を総 合 して 成 績 を 評価 す る

j㌻定 で あ る。 この 成 績 評 価 方 法 の 改 革 で 、 次 年度 以 降 は 学 生 が き ちん と予 習 を して実 習 に望 み 、 イ∫意義 な実

習時 川 を過 ご して くれ る こ と を期 待 して い る。

圏撚 灘 臓羅 鱗■灘 魏 口雛 購凹麗

科 目 名:基 礎医学実習T(医 学科 第2学 年後期 必修)

履 修 者数:98配 布数:98回 収 数:971111収 率:99。0%

*評 価結 果(平 均)

問1

4.5

問2

4.9

問3… 問4
ト

4.74.7

問・ 削 問 ・1問 ・丁締 「一剛1問11i問12

　 　 　

階喋馴黒
4.84.14.74.4

問181

4.71

4.64.74.44.3

間13

4.4

*評 価に対する コメン ト

基礎医学実習1コ ーデ ィネー クー 吉 田 成 孝

今年度の2年 牛は新々カリキュラム4年 目で基礎医学実習1も 昨年の反省点をぷまえてマ 伺 一チェンジ

を行った。系統解剖 と脳解剖の時間配分を再検討し、放射線画像読影実習の内容の充実を行った。学生の評

価 自体は昨年度 とほぼ同様であるが、例年通り充実した実習ができたものと考えている。指導者数の▽「足を

指摘する声もあ り、 また、もっとJ寧 な指導を望む声も聞かれた。教員側にも反省すべき点はあるが、何.k

りも学牛諸君の自主的な取組みが肝心である事をこれからも強調 していきたい。全体の枠組み とLて は固ま

ったといえようが、映像機器の使用の充実を今後の第一の課題 とし、学生自身の動機付け と実習全体の目標

ji卸戊に向けて、さらに工大三していきたい。
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科 目 名:社 会医学実習(医 学科第4学 年後期/必 修)

履修者数:104配 布数:96回 収数:59回 収率:61.5%

*評 価結果('F均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

3.8 4.7 4.6 4.2 4.2 4.3 4.4 4.1 4.1 4.1 4.1 4.2 4.0

問14問15問16問17問18

4.24,14.24.34.2

*評 価 に対 するコメン ト

社会医学実習コーディネーター 清 水 恵 子

社会医学実習 として、衛生学 ・公衆衛生学 と、法医学が合同の実習 となった3年 目である。学生が小グルー

プに分かれて個別実習を行い、最後にプレゼンテーシ ョンによって全体で分かち合う形式に、両講座 とも統
一された初年度である。衛生学 ・公衆衛生学分野は、例年の如 く卒業後の研究に役立つ様な、実際の研究に

近い実習が実践された。学生の精力的参加により、実り多い実習であった。法医学分野の実習内容は、以前

法医学実習に独立した時間が確保されていた頃、学年全体で行っていた実習内容を一部変更して行 った。法

医実務における各種検査を行うことで、科学捜査の極一端を体験し、そこから多様な考察を学生に自由に行

って頂いた。新形式実習の初年度であった為、来年度へ向けて改善点も明らかとなった。授業評価の評点は

平均4点 を超え、社会医学実習開始以来年々向 トしており、学生サイドからの評価はおおむね好評 と言えよ

う。

■口■ 麟 購■■ ■■ ■繍 徽● ■■ ■■ 灘 騰■■ ■■ 凹 欄 縮1}■■ ■■□ ㈱ 購臓 臓■ ■脇 舗1麟 闘 ■■ ■臓 繍 磁■■ ■

へ

科 目 名:人 間科学実習(看 護学科第1学 年 ・編入学第3学 年後期/必 修)

履修者数:60配 布数:60回 収数:59回 収率:98,3%

*評 価結果(平 均)

問1 間2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

3.0 4.8 4.5 4.0 4.4 3.6 4.0 3.8 3.7 4.2 3.6 3.5 3.2

問14問15問16問17問18

3.33.93.93.93.8

*評 価 に対す るコメン ト

人間科学実習コーディネーター 林 要喜知

評価 の 平 均 点(問4～18)は3.78で あ った。 一 昨年(3.98)や 昨 年(4.12)と 比 較 す る と、 今年 は か な り

低 め で あ る。 評 価 項 目別 では 、「(1)レ ポ ー ト量 や 提 出期 限 が適 切 で あ る か(問13=3.2)、(2)学 習 意 欲

を増 す 内容 であ った か(問14=3.3)、(3)実 習 の 難 易 度 が 適 切 か(問12=3.5)」 等 が 厳 し く評 価 され た 。

学 生 の コ メ ソ トか ら判 断 す る と、 「(1)に 対 して は レポ ー ト量 が 多 い 、(2)で は学 習 内 容 と将 来 の 医 療 現

場 で の仕 事 との 関 わ り方 が わ か らな い、(3)は 実 験 前 の 内容 説 明の 方 法 な どが不 十分 で あ る」 等 の 意 見 が

反 映 され て い る と思 わ れ る。 また 、 実 習 時 間 を か な りオー バ ー す る課題 改善 を要 求 す る意 見 もあ っ た。 比 較

的 高 い評 価 を 得 た もの は、「(4)ガ イ ダン スで の説 明 は 明確 であ り(問4=4.0)、(5)お おむ ね ス ケジ ュー

ル通 りに実 習 が な さ れ た(問5=4。4)。 さ らに、(6)指 導者 も適 切 で あ った(問7=4.0)。 」 な ど であ る。

ハ ー ドな 実 習 で あ っ た が、 課 題 に関 連 す る発 展的 な説 明 もあ り、 実 習 自体 は とて も有 益 で あ る とい う意 見 も

あ った 。 今 回 の学 生 評 価 を真 摯 に受 け とめ 、 よ り充 実 した 内容 に して い きた い と考 え て い る。
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科 目 名:牛 体観察実習(石 護学科第1学 年後期

履 修21数:60配 布数

*評 価結 果 い1乙均)

問1両 胴巨 悶3問 ユ

:m回 収数:59

1問5問6問7

必 修)

同 耳疋ノ率く:98.300

3.74.8

　
1菖jl1Ii昌Jl5

　
問8問91問!0

4.51.11.1:;.91.13.83.71.0

問11問12問13

3.43.53,5

・.・ ・司 ・・.・

問1{■ 問17

3.8

問18

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生 体 観 察 実 習 コ ・・う;梓 ・・㌣・一 岩 元 純

'L体 観 察 実 習 は
、 ミ.ーチ,,ア 版 の 生 理 学 実 習 と解 剖学 実 習 を あ わ モ士た も の で あ るQ∴ 【9Lは 、 レ ポ ∵ ・の

成 績 た け を 、な る と 、f列 年Lり も か な り 低 くて'(Lま'・ た θ)'て4'♪配Lて い ノニが 、 学ソLf則 〔ノ)』受裳 、i・1'価1ヒ、1ろわ し七て

.なる と 興 味 深 い も の が あ るQし か し 、 毎f「 の 学 生 気 質 に け そ れ ぞ れ の 学 年 で 特 徴 か あ り 、 ま た 年 ろ'追 う こ と

に ・凪 す つ 変 化[て い(の て 、 学 て1担1下 とtて は 、 こ の 学 で1か 今 後 ど の3二 う に な る か 楽 し コ気で あ る 。 川 待 を

こ め て 見 守,て い き た い 、」

ド 卿 灘 燃 騨 灘

科rl名:基 礎 石護技 祢∫学1(石 護学科第1学 年後期 必 修)

履修 占数:60配 布数:60回 収数:59回 収率:98.3%

*評 価結 果(平 均)

問1問2

1.51.7

問11マ 師5

4.04.0

問3旨 問1問5問6問7
　 ト ゆ

4.蒔14.514.33.93.7
1

1菖ll60「jl71[1]18　　　
.1.23.513.8

問8問9問lo… 問ll川12il}jB

:3.54.24.53.63.83.5

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

基礎 看 。銀 術 判 ユ ーデrr-7一 升 田 由 美 子

ノ》f1・度kり
、 ポ'7ソ ト版 「看護 技 術学 習 力 でド」 右イ乍成[、 自己 の 看護 技 術学 習 状 況 や達1ノ父度 か わ か り や

ず くな るLう に したQま た 、実 習 室 ア ワ ー を設 定 し教 員 か らの 指 導 を受 け や 一」』(な る 上 うに 配 慮[ノ',,技 術

チ.レ ソ7の 同 数 も」曽やL、 看 護 実 践能 力獲 得 に っ ノよか るkう な プ ロ ゲ ラム1駐 た,,学 生 の 皆 さ夙 は 教 員の 其月

待 以Lに 空 き時 間 を活 用 し、 看護 技 術 の 習 得 に 努 加 て いた 、,関連 す る講 義 科 日の 内 容 と対 応 、 」当前配 布資

料 に 関 し 一(1点以上 の評flll「(あり、 効 果的 な 演 習 内 容 だ ・た と思 わ れ るり 看 護 技ll{J習得 に つい て例 年 、UI・1様

に 評価 は1氏いcl.〔 軌,こ れ は 、 石護 技 術 か授 裳の み.で身 に付1も ・!)では な ご、継 続 したLl己 学 習 を 仔,て 初

め て 習 得 で きる こ とを学 生 白 らか 正 し1認 識 して い る こ との 現 れ で あ ろ う。 白 由記 載 に 述 べ られ て い た 内容

は 、 次年 度 にllllけCの 貴1E・'`1示唆 とL、 今 後 と も学 牛 の 右護 実践 能 〃向上 の ため に 努 力Lた い。
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科 目 名:実 践 看護技 術学(看 護学科 第3学 年通年 必修)

履修 者数:69配 布数:68回 収 数:681口1収 率:100.ooo

*言 ・Fイilli糸占果(・1∠ 上～ヲ)

問1問21間3

4.04.84.5

問41問5問6問7問8問9問10問11問12問13

・.・14.….・ ・.・・1,・1.・4.・ ・.64.・ 一

1劉1戦到1纏
*評 価に対 するコメン ト

実践看樹 支術学コーデ 杯 一 クー 服 部 ユ カ リ

学 生 の 自 己 評fllli3項llの 平均 は1,1で あ り 、 例 年 通 り 自 己 評 価 は 高 い 、,

海疏炉占言1'1山i`ノ)5∫貞 目`ノ)十士」勾1よ1.2-Cr蒲 力・っ 力二。

演 習 項 目6項 目の 平均 はL1で あ り 、こ の 中 て 最 も 低 か ・,た こわ は 、技 術 の 習 得 に 関 ず る 項 目 で3.6で あ 一,た 。

1年 制 の1i護 系 た'ア で は 、 卒1:裳生 の 石 護 実 践 能 力 を 向Lさ せ る こ とが 大 き な 課 題 に な っ て い る 本 学 で も1司 様

(わ課 題 か あ り 、 今 後 さ ら に こ の 点 に つ い て 努 力 と1:た を 続 け る 必 要 か あ るU

演 習 環 境 の3項 目 び)1え均 は4.1で あ り昨 年 度 よ り高 ・くな り て お り 充 実 に 努 め た 効 果 が 出 て い る と思 う,,

てセ体 に つ い て は4.2て あ り、 こ れ ま で で 最 も高 い 評 価 で あ り 、 こ の 科 目4)内 容 が 充 実[.て ぎ た こ 、1二(わ現 れ

と 、1え よ う 、、

撒 鮒
.甑..

臨地看護学実習企画1
問1あ な たrl身 に つい て

問2

実習訓画

実習内容

実習環境

総 合 評Illll

問3

問4

問5

間6

問7

問8

1...一一一一一一一一一一一一 一.

間9

問1〔)

問11

問12

問1:3

問1」

問15

問16

問17

・
一)

1

け

ろ

こ対する学生評価

申:前に配 布 された 資 料 を読 む な ど、 」つ習 を し虫L.た かり

実 習 に 積極 的 か'填lrl旧 に 参 加L.ま した か。

実 習 川 勺・実 習 目標 は ガ イγ'ンスて 明確 に示 され ま し.たか。

実 留 は おBむ ね ス 今 ジ.ガ ・咽 、二沿 っ て 行 われ よ し.たか。

学 生数 に 対 して指 導 教 員数 と実 習指 導 者数 は 適 切 でLた か,,

指導 教 員 と実 習 指 導 者 の連 携 は とれ てい まL.た か。

実 習 の 内 容 は 、 関連 す る講 義 科 目 と対応 が とれ て い まL.た 瓶,

e乏け」寺ち,患占(わ石6隻4)難 易度(=丁 ミュニ ケ・一ン ヨン も 齢め て)lj、 」凶切 一(ユ

した かり

石護 過 程 につ い て、指 導 教 員や実 習指 導者 か ら適 切な助 言 が 得 ら才tkし たか。

看護 技 術 を実践 する機 会 が 多 く与 え ド,れま した か。

カ ンフ ァ レ ン スで イ∫意 義 な討 議 ・討 論 が 行わ れ まLた かn

課 され た 実 習 記録 ・レポ・一トな どの 吊:は適 切 でLた か。

実 習 に 、kって 看護1職者 をめ ざす 意 欲 が1一分 に 高 ま りま し.たか。

実 習 場 の設 備 ・機 材 ・川 具 ・物 品 等 は必 要i分 な 質 と昼 でL.た か.

安 全 に 対 す る適 切 な1旨導 と配 慮 が な され て い よ した か。

学 生 の 人権 に 対 す る配 慮 が な され て い ま し.たか。

こ〔ノ)実習 は 全 体 とLて 満 足 で き る も♂)でした か。

強 くそ う思 う(非 常 に良 い)

や や 思 う(良 い)

,ド士っら1しも1言え な ㌧・(普 通 〉

あ ま りそ う患 わ な い(あ ま り良 くな い)

1全 ・く一芝一P)思才}〆うLこ丸・(良 く〆ケにL・)

ll



科 目 名:基 礎看護学実習(看 護学 科第1学 年後期 必修)

履 修 者数:60配 布数:58同 収数:57回 収 率:98.3%

*評 価結果(平 均)

りの

　

問

窺鯛下　ロラ
ー1

一
」

.匝

.4

問14 問15

1・昌14

鵯謹1鴨剛!l隔 翌/

㍊一 一
*評 価 に対す るコメン ト

基礎看護学実習コーデ ビr-7一 升 田 由美 子

今年 度 は 、 ノロウfル ス感 染 の 影 響 を受 け 実 習 期間 が 当 初了 定 とは 変 更 に な っ た、,実習 の 前半211間 と後

半3日 間 の 間隔 が約1か 月あ り、Lか も後 期 試験 を挟 ん だ[程 とな 一・た、,この ア クシ ヂ ン トに も拘 らず 、学

生 の 皆 さ/tは 実 習 に大 変 に積 極 的 に 取 り組 み 、 イ」意 義 な実 習 とな った、,授業 評 価 もは ぼ1点 台 で あ り、問17

がL6て あ った こ とか ら、実 習 は 効1樹白に 伽}た と 粉7る 。 」間10石 護技 術 を実 践 す る機 会1は 例 年 得点 が1氏

く、学 牛 に よ る体験 の 差 が 反映Lて い る項 目であ る。次 年 度以 降 は 石護 技 術 を実践 す る機 会 呑陰増 や す よ うに 、

さ らに 積 極 的 に 病 棟 耐 でドと連 絡 ・調 整 を 行 い た い。 よた 、1こ の 実 習 を体 験Lて 初め て 、 実 際 の 患 者 が ど

の/、う な 存 在か か理 解 て きた1と い う学 生 の 反 応 が 多 くあ った。 早 期 に病 棟 実 習 を行 な う こ とが患 者理 解 に

つ な が り、 その 後 の 学 習 を 、ヒ})効 果的 な もの にす る。 実 習 の 実 施時 期 を検 討 す る こ とが必 要 て あ ろ う。

1撚 灘 鱗 難

科 日 名:看 護過程論実習(看 護学科第3学 年後期 必修)

履修 者数:6〔}配 布数:56回 収 数:56同 収率:100.0%

*両 斗三f曲糸1ll除乏(・1ゐ 」ピ」」)

r問1問2問31問4問511菖 」6「 肛 問8

1壷
一L1・5

問14間16問17問18

*評 価 に対 するコメン ト

間9問 ユo問11問121問13
→

4.1:3.11.〔 〕

石護過程論実習二ト デ 梓 ・一知 升 田 由 美 子

どの学 生 も この 実 習 に は 積極 的 に取 り組 ん で お り、 問12が4.7、4.9と 高 値 で あ,た 、'`・ 致 し てい

ます 。 今年 度 は 大学 病 院 の 事 情 に ユ=り、 実 習 の ・部 にll程 変更 が生 じ まLた り しか し、実 習 口的 は例 で「と1・J

様 に 達 成 され て い た と 考え 亥す。 総 合評 価4.1と ほぼ 満 足 で きる実 習 て あ った 上 うで す。 自由 記 載 に は 、 臨

床 て 指導 に あ た ・て い た だ いた 看護 師 さん へ の感 謝 の 言 彙が 多(あ りま1一た、,よい実 習 に[た い と い う共通

のH標 の 元 に メく学 病 院 看護 部 、 病 棟 師長 、 石護 師 ♂)皆様 と連 携 が 図 れ た 成 「斗↓と考 え ま す、

また 、 教 員の 指 導 体 制 は1病 棟 に 教 員1名 で担'11す へ き 、[二い う意 見が 複 数 あ り まLた 。 初め 一C看護 過 程 存

白分 で 展開 ずる こ と、 患 者様 と コ ミーゴ ケー し ㌧右'とりなか 「・柄 報 収 集 ・ア セ ブメ ン ト ・石護 援助 を実 施

す る 、 とは 思 考 ・行動 セもに 高 度 な 内容 で あ り、 教 員の 適 切な 助 高 ・指 導 が必 要 て す、,指導体 制 は 次fi度 に

向 け て改 善 を図 りた い と思 い ゴミす。
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科ll名:老 年看護学実習(看 護学科第3学 年後期 必修)

履修 者数:59配 布数:朝 回収数:19回 収率:m{}.0%

*評 価結 果 いド均)

昌ll 川2

一一

「

1.7 4.7

問14問15問16

3.83.93.9

問17

4.0

　

問18旨

*評 価 に対す るコメン ト

部 卜召:奮学実習コーデ ィネー クー 服 部 ユ カ リ

'γ1/1:の自己 学1鯉に 関 す る2項 目は 共に4
.7て あ り、 例 年 と同1.く 自 己評 価 は高 い、,

実 習 計画 に関 』4曽る4項 目の1ん均 は・1.1であ りこれ も全 体 とし ては 高 い評 価 で あ る。 学 牛 の 人数 と指 導 者数

に つ い ての 項Hは4.0で 昨 年・度 よ り高 い。 今年 度 か ら指 導 教 員 を1名 増 やL、 病 棟 実 習 で は学 牛4、5人 に

・人指 導 教 員が 付 く よう に し た
。 教 員の 確 保 が た いへ んで あ った が 、 そ の 甲斐 が あ っ た と「㌃え る。

実 習 内容 に関 する7項 〕の 平均 は3.9で あ り今川 の 結 果の 中 で は 、 や や低 く く、 今 後 も実 習 内 容 の 充 実 に

努 め た いQ

実 習 撮 境 の3項 目の 平均 は3.9で あ った 。 実 習 施 設 との 関 係は 強 よっ て お り、関 係 も徐 々に 整 ・,てきて い

冴て)rノ)一(「、 さ ビ){こ冬∫ノ」しオニ㌧、(、

全体,1'ドfllllは、・LOで 上ヒ較i白勺良 い'∫ξ習 がで きた と半1跳斤Lり(丁も 妥当 と思 う。

'囎 繍 灘 '劇 撚寂鯛 鮮、 撒麗

科 目 名:小 児 看護学実習1(看 護学科第3学 年後期 必 修)

履修 者数:59配 布数:49回 収数:49回 収率:100.O%

*評 価 結 果 いF均)

1昌」ll昌 」2

1.4 矧
陀慨

8」7

1

*評 価 に対 するコメン ト

小児㌫隻学実習1コ ーデ 梓 一 クー 岡 田 洋 子

鰹 康 な 小 児ll二家 族 ・汁 会(小 児の 特 徴 、成 長 ・発」幸、 発」†課 題 、'」・児の 健 康 と寂 族 ・社 会)に 関 す る学 習 が終rl、 学

il許1内容 か スlLス ・健 康 問 題 を1{す る ノ」・児 と家 族 の琿 解 ・看 護 へ と進IILて い く段 階 て 、 この保 育園 実 習 を プランLて い

る、、 目的 は 、'」・児 ト接 す る 体験 が極 め て 少 な い 環 境 で育,て きた学 生か 、 机1で 学 ん た 知 識 を 体験 を通 して 良 り深 く理 解

す る こ とてあ る,}

μ、体的 にぱ:

D小 リllの特 微 、 小 児 の 成長 発 達 ・発 達 課 題 、

2別 ・児め 社 会fヒめ 』ハ ト【Fスに ナ;ける家 〃突(社 会}の 役割 ・機 能

ll珂 ・児の 保rfに'必 り臭な 基礎 的 知 識 ・技 休丁・熊 度 の実 際

ii.1,撃fl陸「1二「異1弓一ろ二〕感慧1:

Il」1価の 馳i'均は4.1[ゴ 例年U・ ・J様であ ・1・。学 生 自 匠fの取 り組 、販に関 す る 自己 評fli行は 高 く、4.5前 後 であ,た 。 実 習 内 容 に 関
一ξる

、、・Ff曲・わrir-C、 「看面弓i技術4・実 践 す そ,機会 か る くケ ぐら ね よ1た か1が 最 も低 く3.2て あ ・、た,,小 児看 護 学:実習[び)卜1rl勺

か 、健 康 な 小 児 」そ の 保 育r関 ・「る理 解 であ る ノニめ、 使 川評 価 表 〔臨 地 石護 学 実 習 川)に 限 界 か あ る と 考2る 。

学 習 課 題 へ の 準 伯翫 動 機 一眉 、史 習塒 期 、史 習 目悸 卜方 法 、王 習 へ の1.体 的 取 り糺 孜等 に つ い て妥 当な 結 果 と評 価 寸 る,,
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科 目 名:地 域保健看護学実習1(石 護学科 第3学 年後期 必 修)

履修者 数:59配 布数:49回 収 数:49[・1収 率:100.o%

*計llll酷 果 い1え均)

問1問2

4747

5

34

問3「 陶

問6問17問18

*評 価 に対 する コメン ト

問6問7問8

4.3

19 問loI 問11
1

問12

3.7

間13

4.13 3.61
1

4.1

地域保健看護学実習1コ ーデ でネー7・ ・ 北 村 久 美 子

3学 年 後 期 の実 習で あ る。 日的 は 、 地 域 で 生 活Lて い る 人 々を 対象 と した 石護 を 体験L地 域保 健 ・看護 活

動 を実践 で きる 籏礎 的 能 力を養 う こ とて あ る.本 実 習 は 、10月 、 口 月に わ た る 人学 近 郊 の 巾 町 村 役場 と市内
の 訪 問 看護 スう一 シrン で の 実 習 で あ る.

市 町 村 役場 の実 習 は 、 美 瑛 町 ・比 布町 ・鷹 栖 町 ・東 川町 ・中 富 良 野 町 お よび初 め て実 習 を受 け て頂 いた 南

富 良 野 町 役場 でLた 。 南 富 良野 町 は 通 学1くllj能な た め 本実 習 開 始 以 斗(初め て学 生 は1週 間 現 地 に 滞 在Lて の

実 習 で あ った。 主た、 訪 問 看 護 スラ ー シ コンは 例 年受 け て頂 いて い るrb内5施 設 で あ った 。 教 育効 果をね ら
った 講 義 ・演 習 ・実 習 を ・貫 させ た 教 育 プ ロ ゲラ ム び)基に実 習 へ の 強 い動 機 付 け を は か るた め実 習 前 には 町

の 地 区 視診(地 区 診 断)、 石 護 技 術 演 習 ・実 技 試 験 をll-・た 。 教 育 体制 とLて 恒 例の 実 習 指 導 名i二の'1ご習 評

価 会 と実 習打 合会議 を 行 い 教 員 と実 習 指 導 名 とで綿 密 な実 習 準 備 を 行 った。

れ㌘蝉鍵駅瀟繹∂1肇癬搬賜鮪翫講無勿轟歎騰鄭澱難鰹劉・1槻
に は 地 域 医 療 の1見状 を 体感 で きた 満 足感 が み られ た。 町 の 人 々か ら1旭 医 人か ら来 た の 」 「また 来て ね1な

との 声 が学 習意 欲 を高y)て い る よ う に思 えた、,今後 も実 習指 導 者 、1-、トもに学 生 にll二って 実 り るい 実 習 を[1指

した い、,

、撫 臓 ・醸 "腰
bL鵬 」剛 　麟

科ll名:成 人 看 護 学 実 習1(看 護 学 科 第1学 年 前 期 必 修)

1『曼醤穆r皆数:62酉 己イlf数:54回 刈虻数:191111珪 又率:90.7Q6

*評f曲 糸占}壮(平 均)

問1

4.3

問2問3問4

4.5411.2

贈重

一
4

7

8

1問

3

問5

:3.7

間18

:問6

3。6

問 ・1問 ・

3.8

問9

4.2:3.810

問10問11

38

12

8

問 問13

3.9

*評 価に対す るコメン ト

成人看護学実習1コ ーデ 梓 一 ㌘一 荒 ひ とみ

i成 人看護 学 実 習 釧 は 、主 に周r術 期 の 患 者 を対 象 に 外 科 系病 棟(消 化 器 系 ・循環 器 系)2病 陳 、ト手術

室 見学 お1:び 学 内 で の 看護 技 術演 習 で 構 成 され て い る。 学 生 は病 棟 実 習2週 間 の 問 で患 者1名 を受 け 持 ち 凋

r術 期の 石護過 裸 を 展 開 して い る、,全体 的 な 評 価 と して 、 石護 技 術 を実 践 す る機 会 に つ い ては1響点 が 高 い の

に対 して 、 石護過 程 に つ い て適 切 な 助 日 を受 け た か は 低 い。 こ れ は 、急 性 期の 実 習 て あ るた め 、 学 牛 は1揃

の 事 象の 対処 を 行 うの が精 ・杯 で 、 石護 過 程 の 急 速 な 展 開 に追 い つ か な い現状 を 示Lて い る と考 ∫♂られ る、、

右 護 技 術4,根 拠 に 基 づ いた4,の であ る ト、 右護 過程 と関連[て 実 践 され る もの であ る とい う実 感 を持,て 実

習 を 行 え る 上 うな⊥ たが必 要 で あ る。
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科 目 名:成 人看護i学実習11(看 護学科第4学 年 前期 必 修)

履修 者数:62配 布数:54回 収数:50回 収率:92,6{,6

*評 価結 果 いト均)

問1 問2 間3 問4

4.2

問51問6問 「
4.1:3.93.14.:3

問14

4.0

4.4

問15

4.0

4.2

賢1暫1迦 判
!

問8
1問9

問lo 間

3.1.II
1

4.0 3.5

問12

3.9

階3

40

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

成 人看護 学 実 習Hコ ー デ でネー クー 阿 部 修 子

r成 人石護 学 実 習1」 は 、土 に慢 件 疾 患 患 者を 対 象 に、 内 科 系 の2病 棟 で実 習 をf∫ ・て い る。 評 価 を 見る

と1石 護 技 術 を実 践 す る機 会 か 多 く ケえ ら れ た か1と い う項llが 、:;.5と 低 い。 こ れ は 、比 較 的 セ ルフ ケア

レヘ ルの 高 い患 名様 を受 け 持 た せ て い た だ く場 合が 多 く、 清 潔 に 関 す る ケア な どの 看 護 技 術 を実 践 す る機 会

が 少な いた め と 考 え る,,[か 〔/}年 度 の 総 合評fllilは、1.oと 比 較 的 高 いf直を示1.て お り、看 護 技 術 の 実践 の

機 会か 少 な くと も学 生 には 、 満 星 の で きる実 習 とな って い た よ うで あ る。3週 間 を継 続 して 肴 護 過 程 を展 開

す る実 習 で 、適 切 な受 け 持 ら患 名の選 定 や、 臨 床 指 導 占の 助 肖か 得 られ て い た こ とが 満 足 感 に つ な が 一,てい

た と考 え られ 、実 習 病 棟 の 皆 様 の こ協 わに よ る,星髄こ ろが 大 きい と 疹え る。 これ か ら も、 実 習 病 棟 と連 携 右隔と

りな か ら、 充'寝Lた つξ習 とな る よ う ⊥.た[て い きた い 。

搬 灘 臓

科 口 名:母 性 看 護 学 実 習(石 護 学 科・第1学 年 前 期 必 修)

斤夏"峯者 委女:62西 己イ1∫委女:511111⊥1又 数:17回 叫～之率:92.2%

*評flll「結 果(平 均)

1替i-lIr背 」2　　　

4・514・5

1川1引

4.0〆1冒

間3

4.2

問4

4.2

　 　 　　コ 　　　　　　 　　

1問5問6問7… 問8

3.71.01.24.

問1`一「爾 「 問181

問9
　

問lol問11

4.04.23.8

問12

3.5

昭13

35

:3.63.9

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

母 性 右護 学 実 習 コ ー デ 律 一7一 黒 田 緑

る(の 学 生 か 母性 看護学 実 習 に真 摯 な態 度 で臨.久'l」前 準備 をす るな ど学 生 の 前 向 きな姿 勢 が う かが え る。

一方
、 相k拍 勺に 低 い評 価 で あ った1イ ∫意 義 な カ ンソ ァ レン スの実 施1や 「看 護 職 名を 日指 す 意 欲 の喚 起 」 は

教 育 す る側 の 意 図 が学 生1こ1分 に 伝 わ らな か',た 結 果 と考 え る。 な お、1人 権 に 対す る配 慮1の 評 価 結 果 は

右過 で きな い'国内 と受 け1ヒめ、1記 と合 わ せ 今後 の 実 習 指導 ぴ)改善 に務 め た い 。

実 習 々 欠席 す る学 生 か しば しば 見受 け られ るが 、 や む を 得 な い 事情 を除 き、 望 ま しい こ とで は な い と考 爵

る,,

p
り



科 目 名:小 児 看 護 学 実 習 皿(石 護 学 科 第4学 年 前 期 必 修)

履 血劣 者委≦こ:62酉 己イP委父:57「 司月〉ぐ変父:53回 耳必率:93.oo6

*評 価結 果(平 均)

問14問15問16

3.il4.14.1

　　　　　
問17問18

4.〔 〕

問7
,

3.7

問8

4.0

問9
}

4.0

1
問10!問11:

1
:3・613・8

問!2

4.0

問!:3

3.8

*評 価 に対す るコメン ト

小 児看 護学 実 習 且コ ・一一着 ネ・-7・ 岡 田 洋 子

学 牛 自身 に つ い ての 白己評 価 は 、1点 台 と高 い。 実 習 計 画 て は 、レγ:生数 に 対Lて 指 導 教 員 と実 習 指 導 名

数1よ述董しF∫カ・1カ～ノf意4)f氏三く3.8、ft劃(/)工貞}llま4人1∴1乙ドー(7r壷～7二)。FI平fllilカ・最 重,f氏力L)オニ1}旨 ぜ享教'F{と`ヌ{習手旨」∫享者び),巨

携 は 取 れ て い た か1は 、2.9か ら4.2へ と評 価 が 上 が って い る。 指 導 者 ・押 当教 員は じめ とす る 日頃 の 取 り組

み の 結1ヰ↓と評flrlrする。 実 習 内容 で は 、1石 護 技 術 を実 践 す る機 会 が 多 くあ た え ら才い撮 た か」 か:1.6と 最 も低

い。ll1:flか ら小!l己人院1丙棟 が2病 棟 か ら1減 とな り、学!1.の 病 棟 実 習 時 間 も2週 か ら1週 減 」・な り、 外 来実

習 等 に変 史 し た 影響 が 推 測 す る。 実 習環 境 の 評llHlは1点 前後 、 総 合評Illl1も1.0と高 いQ石 護 教 育 の 人学 化 か

進む ・方 で、 新 卒 者の 基礎 的 な 石穫 実 践 能 力の 低 下が 指摘 され 、 木学 にお いて も解 決 す へ く現 在 カ リ　1㍉ ン

ム 改1[:に 向 け検 。」を進 め て い る。

鰯繊 磯 羅 、撒

科 目 名:精 神 保 健 看 護 学 実 習(看 護i学 科 第1学{r前 期 必 修)

履"婁 ～「数:62酉 己イlf変負二:53「 百1叫叉妾父:41〕 回 ⊥i更卒:92.506

*、壽平で1恥糸占 果(・ 卜上～ノ)

問1

42

問14

1.!

間2

4.4

問3 問4 問5 問6
〒

開7 問8
「

問9
1
問10 問11

1.〔}

問12

t24.2 4.3 :3.9 4.1 4.21 1.0 1.2 :3.1

問15問161問171問18
ト 　

1・24・3[4・3
.

問131

4.o
-一 一一一」

*評 価 に対 するコメン ト

精神保健石護学実習ヨーザrネ ー7一 新 開 淑 子

木実 習 て は 、 精 神 医療 に お け る看 護 の 役割 ・機 能 お 」、び 精 神 を障害 され た個 人 とその 家 族 の 理 解 を深 め 、

精 神の 健 康 回 復 へ の 援助 を修 得 ずる こ と、 さ らに援 助 過 程 を通Lて 、 白己洞 察 しえ る能 ノ」を査 う こ とを 目的

と[て い る、,今回 の学 生 評価 で4.0以 ドの項 目は 、 問5と 問10で あ った 。 問5は 学 牛 数 に 対 ずる指 導 教 員 数

や'避習 ヂ旨導 才}数σ)適ヒ1」、きて㍉栃る が 、 各実 習 ゲルー 』ノに1名 び)才旨導 教官 を酉己置 で きて いな い 、㌦L'が才用簡 さ才1て

い る と 号え る。[一か し咋 年 虫で み られ て い た学 生 か らの1・満 の 声 は 今年度 は聞 か才1てい な い、、 これ は指 導 教

官 が 常 時 いな い 分 、学 生 の土 休性 を 申:視した こ とか 積 極 的 な 実 習 へ の取 り組 なにつ な か り、逆 に学 生の 実 習

達 成 満 足 度 が 得 られ た と 考え る。 また そ れ を支 舜 る ため に、 指導 教官 と実 習 指 導 者 の 協 働 ・連 携 を強 化L、

充 実Lた 指 導 体 制 を運 営 す る ・'とが で きて いた と考 身 る、,問1し}は石護 技 術の 一つて あ る とい う こ とか学 ノ1の

中 に う 衷 く認識 さね て い な か ・)たため と考 え る、、今後 、 精 神看護 に必 要 な援 助 技 術 とは1"」か 、 他 領域 との 違

い を明 確 に した1一で 、実 習 指 導 者 や 指 導 教 官 か 協 働L、 学 生 指 導 に反 映 され る 上 う検 。叡 て い(必 要か あ る、,
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科 目 名:地 域保健 看護学実習 ■(看 護学科 第4学 年後期/必 修)

履修者数:72配 布数:68回 収数:63回 収率:92.6%

*評 価結果(平 均)

問1

4.5

問2

4.4

問3

4.3

問4

4.2

問5

3.6

問6

4.3

問7

4.2

間8 間9 問10 問11 問12 問13

3.7 4.2 2.8 4.0 3』 3.6

問14間15問16問17問18

3.94.1・1.2/1.0

*評 価 に対するコメン ト

地域保健看護学実習皿コ・ザ ィネー ター一 北 村 久 美 子

地域保健看護学実習∬における実習施設は、北海道庁から言い渡された上川保健所と富良野保健所であっ

た。看護系人学の増加に伴い、昨年度より2カ 所で2週 つつの実習となった。今年度も同様に、保健所の実

桝指導者に人学まできて頂き打ら合わせ会議を開催し、その後も詳細に連携を取 り実習準備を行った。また、

実習マニュアルを作成するなど学生が実署に興味 ・関心が持てL体 的に取 り組める上う方法論を大 きく改善

した。

その結果、学生評価は昨年度と比べ総合評価がO.5ポ イントEが り4.〔〕ポ イントであった。1ゲ ループの学

生数が16、17名 と多く、しかも殆ど看護師就職希望者で保健師国家資格に直結する保健師活動に関心を向け

ることは例年、並大抵のことではない。学生にとって満足感が得 られ学習成果のあがる実習指導を行 うこと

は、目々、教員と指導者の連携 ・協働体制がなければ成立 しないことを実感し、指導者の熱意ある姿勢に感

謝である。
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一
医 学 科 ・石 護 学 科(ノ)人学 式 が4月6口(金)10時

力・「、イ・ぐ辱}ヒf本『育食自1こ};しド(挙 行'さ オ[主Lノ:り

式 て は 、 医 学:科90名 、 石 護i学 科60名 、 右 護i学 科 第

3学f「 編 入生10名 、 合 わ せ て160名 の 新 入生 を 代 炎

して 医 学 科 赤 木康 司 く/、が 宣 誓 を 行 い 、 医 学/1.

看 護 学 生 とLて の 自 覚 を 新 た に 、 大 学 ノL活 の 第 一歩

を踏 み、川LよLた 、、

謬脚㎜欄罐

平成18年 度 学 位 記 授 与 式

'Fb気i8flll芝"}ζ 二f、ナ
「{【」'芝与・∫曳こカ・、3/12311(金)10日{」-

30分 か ら ・仁学 体 育1湘 、二お い て 挙 行 さ れ ま し た 。

木 学 室 内 合 巽 川 力 餐 で る 調 べ の な か 人 場L、 医 学

不・i95名 、 イ1、ズ窪ヂ1:千・卜71名 、r計 才){針 穴ご1{16名 〔ノ)入ド 業 ノ1.(ノ)

各 代 表 へ 、 学:長 か ドドアニ位.1氾 が 授 与・さ れ ま し たU

'封き続 き、 博1・課 程8名 、,倫 ヌ(博1・3名 、 修1:課

程8名(/)各 代 表 に も学 位 、}己が 授 し・され 賛Lた 、,

な お 当 目は 、 成 績 優 秀 者 及 び 課 外 活 動 で 顕}≒:なD玩

果 ノi・1けソ:苦 へ(ノ)学 生 表 章多も 初 わ れ 上Lた 、,

糊 几 岬「P 駅 講響懸 閣

▲学位記授与式(医 学科)

▲成績優秀による表彰

▲学位記授与式(看 護学科)

▲課外活動による学生表彰

48

`



平漉19年度 医単甜・暫護響甜新ハ空合同研修会が実施されました

平成19{卜度医学科 ・石護学 科新 人生 合1"」研修会が

1月9HOP10Ll(火)の2日 間 にわた り実施 さ

オ/ま[丈二of列fキ三1よ、 人"」ζ二工隻力 び'・オニ日力、「,・」固「1}j在陰

挟んでチ施 ＼れ ていまLた が、 一週間 も授業 を受 け

てか らの 新 人生 合Ill嗣「修 会てぱ、1新 鮮味 もな く緊

張感 も少ない1と いう声 もあ り、 本てトは 入学式の翌

日に開催 きれ た恒 例び)学生L催 の 新 人生歓 迎f戸 拝

(新歓 合宿)な 挟ん での 合同研修会 となったこ とに

kり 、緊張感 と疲労感のためなのか私語 も少な く真

剣に研修に取 り組 む姿が印象的で1.た,,

・田1は 、9時 か ら石護学 科棟大 講義室 にて7

1レ ・プ毎に 着席L、 塩野副学 長のレ拶1、二始 主り、医

学科学年担'1/び)生命科学 林教授 のオ1〕エンテー シ

ョンを受けた後、医学科、 為lr芭学 科に別れて、医学

科ぼlt期 休験 実 …委員会 委員長'Lあ る法医ヴ。梱 の

lll水教授か ら看護学 刊は学年1旺当で もある石 了学講

呼の黒 川教授か ら今後の学習辰唄及び医療 従事 者と

Lて の心栴 えの説 明を受け ま し.た,,

午後か らは、旭川消費 階協 会副会長(事:務 局長)

の宮ll制陸 ∫氏{こよ ρ1悪 質商法の実態 と防LL策 」、

木学 医学 部微4モ物学、,結座 の若宮/lll隆教授に よ)LL

イズの現状 とその課 題 について1、 同 し く本学 臣学

部内科学講座(消 化器 ・inL液腫瘍制御1ノ」科学 分野)

鈴木康秋1リリ教 による1お 酒 との 止Lい つ きあい 方」、

及び 本学 内科学講座(循 環 ・呼吸 ・神経病愁 内科"}ゴニ

分野)長 谷部直 ・卜准教授 に 」'る 「トひ、学 生 らLい 牛活

習慣の すすめ1の 講i演を聞 き ・日「1が終1'し ま した。

調 目の午前は、 グループ毎 に分かれて 「L体 的

な学 習への取 り組み 方に ついて」、「どの様なレ療 従

事 者を 日指 したいか」 とい う課題についての討論 と

グ1レ ープ代表による発ノ乏会が行われ よLたQ最 初 は

ぎこちなかった討論 も時間が経 つにつれて 真剣 さを

増1.白 熱Lた 意 見を戦わせ るは どにな りました。lk

た、発表 にあたっては、 さ ・きま天寝 ていたか と思

われ る人物 が ここ とばか り1、流暢 な スピーチで会

場 を沸かせて くれた り、 イラス トな とに隠れた 捕 旨

を発揮 した りと驚 か され る場lrliが多 々あ りまLた 。

午後か らは、 グループ毎 に分かれて救急蘇 ノ1た習

及び手 話の講 翌を受け、医療 現場に携 わる道 ろ選 ん

だ 昌とLて 、 ぎこ らない動 き・の中に も雰囲気を1'分

に1朱才 った ようで したo

▲講演風景 ▲討論発表

蜘鞠
嚇 。!'・

耀_岬 脚憎 …一?噸

▲ 救 急 蘇 生

㌦㌔

▲講演風景

/

ノ

齢

▲手話の講習
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H19.3.31

H19.3.31

H19,3.31

1119.3.31

H19.4.1

H19.4.1

H19.4.1

H19.4.l

H19.4.l

Hl9.4.l

H19.4.1

1119.5.7

H19,5.10

定年退職

定年退職

職

職

任

任

任

任

用

用

出

職

任

辞

辞

昇

昇

昇

昇

採

採

転

辞

昇

黙 烈

医学部内科学講座(循環・呼吸・神経病態内科学分野)

医学部物理学

医学部寄生虫学講座

病院耳鼻咽喉科

医学部寄生虫学講座

医学部看護学講座

病院精神神経科

病院精神神経科

医学部看護学講座

医学部救急医学講座

医学部看護学講座

医学部法医学講座

教育センター

、 監、哩盤w
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教 授

教 授

助教授

講 師

准教授

講 師

講 師

講 師

教 授

講 師

教 授

准教授

教 授
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小
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子
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田

懸 灘 鰹難辮1…灘灘!欄、, 、藤、難 簿 禰 翻 らせ

美瑛の丘を吹 く初夏の風 とともに、今年度も医人

祭の季節がや ってまい りま した。今年の医大祭の

テーマは 「新種発見!旭 医ジャングル ～この週

末は動物園に負けない～」となっています。このテー

マには、学生や来場されたお客様に単に医人祭を楽

しんでいただ くだけではなく、世間一般の 目には触

れにくい旭川医科大学の新 しい一面を知ってほしい

という願いがこめられています。

「君学生?ど こ?教 育大?」 「へえ、医大生なん

だ。将来何科になるの?」 「白い巨塔みたいなこと

ってホソ トにあるの?」「手術の練習 とかしてるの?」

この様な質問は、医大生をやっていると、特に初対

面の方から非常に多く受けます。私たち在学生から

してみると非常に基本的な質問ですが、 このような

質問を受けるたびに、いかに医学教育が ・般の方に

理解されていないか ということを痛感させ られま

す。

昨今、僻地の医療過疎、名義貸し問題、医療 ミス、

安楽死問題、そして違法な移植など、医療に対する

旭川医科大学大学祭実行委員会

実行委員長 高 橋 未 来

不審 ・不信 ・不満感が高まっています。その中で

「医大」 という存在も、いわばジャソグルの様な未

知の領域 という感が拭えずにいると思われます。今

回の医大祭を通じて、地域の皆様には病院だけでは

ない旭川医科大学を見ていただ くことで、新 しい一

面、すなわち 「新種」を発見していただきたいと思

っております。また、私たち学部学生を含あ、教職

員の皆様等 「旭医ジャングル」に棲む方々にも、医

大祭を通じて普段とは異なった新しい 「社会的な存

在」 としての旭川医科大学を 「発見」し、医大はど

うあることを望まれているのか、これからの医大は

どこへ向かうべきなのかを 考 していただく機会に

なれたら幸いです。

色々と理念の話が続 きましたが、今年 も医学展や

公開講座はもちろん、各種模擬店やお笑いライブ、

著名人による講演会、フ リーマーケット等の企画を

用意しております。初夏の一 日を有意義なものにな

るよう、医大祭スタッフー同、懸命に準備をしてお

待ちしております。
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